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2007年12月､ 僕はAGU (American Geophysical

Union) の Fall Meetingという学会に出席するた

めアメリカ合衆国西海岸に位置するサンフランシ

スコを訪れました｡ この学会は､ 地球及び宇宙に

関する全分野の研究者が集まり､ 今回の学会参加

者だけでも15,000人を越えるほどのマンモス学会

です｡ 会場で顔見知りの研究者に遭遇するだけで

も奇跡に近いと言えるでしょう｡ 僕は研究成果を

ポスターで紹介しました｡ 写真１はその会場です

が､ これでもほんの一部で全体はこれの10倍以上

の広さです｡ 何回も迷子になりました｡

サンフランシスコは大阪市と姉妹都市で､ 空港

内は竹が飾られており和風です｡ また急勾配の坂

がとても多い街で､ 徒歩ではきついので昔からケー

ブルカー (写真２) が発達しています｡ テレビや

雑誌などでも見かけるケーブルカーのステップ乗

車は観光客の憧れですが､ 真横を車が猛スピード

で走り抜けるのでヒヤヒヤします｡ 僕は調子にのっ

てステップで写真を撮っていたら､ 危ないからや

めろ！と運転手さんに叱られました｡ またサンフ

ランシスコは､ アメリカ合衆国におけるヒッピー

ムーブメントの中心地としても有名です｡ ヒッピー

とは､ 1960年代後半に生まれ､ 伝統や制度などの

価値観を否定し自然回帰を目指す人々の総称です｡

1969年の映画イージーライダーやウッドストック

と呼ばれる音楽祭は､ その文化の代表と言えるで

しょう｡ このような文化は､ サンフランシスコの

中でも､ 特にヘイトアシュベリーという地区が中

心でした｡ ヘイトアシュベリーは現在でも多くの

ヒッピーが住んでおり一風変わった地区です｡ 多

くの壁には特徴的な絵 (写真３) が描いてありま

すが､ これもヒッピー文化の象徴です｡ また街中

で見かけたヒッピーは､ 布を体に巻き付けていた
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サンフランシスコ周遊記
―ヒッピーと音楽の街―

経営学部

古川 邦之
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写真１ ポスター発表会場の一部

写真２ ケーブルカー

写真３ ヒッピーの芸術作品
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り､ ぼろぼろのぬいぐるみを持っていたりと自由

な雰囲気が漂っていました (写真４)｡ またヒッ

ピーの連れていた犬には眉毛が描かれており､ 犬

も自由そうでした｡ 僕の心の師匠たちが集う場所

でしたね｡

サンフランシスコは音楽の街としても有名です｡

ヘイトアシュベリーの近くには､ 僕の尊敬するロッ

クシンガーのジャニス・ジョプリンが住んでいた

家もあり､ そこで若くして亡くなった彼女に思い

を馳せました (現在は他人の家なのでゆっくりで

きませんでしたが…)｡ また泊まったホテルは､

トムソーヤの冒険の作者であるマークトゥウェイ

ンとジャズシンガーのビリーホリデイが出会った

場所で､ それを記念する絵画が飾られていました｡

僕はビリーホリデイが大好きで､ やはりその絵画

の前で何回もシャッターを切りました (写真５)｡

夜ご飯を食べようと街を歩いていると､ その種

類は多様で､ おそらくどの国の料理でも食べるこ

とができます｡ ちなみに SUSHI BOATという日

本料理店のショーケースには､ 七輪の上に餃子が

のったサンプルが置いてありました (写真６)｡

七輪で焼くと言ったらやっぱり餃子は外せません

よね☆｡ ここでも自由を感じることができました

ね｡ まあ様々な料理があるわけですが､ やはりア

メリカなので､ 基本的にはステーキをメインとす

る料理が多いようでした｡ でかすぎでしたが (写

真７)｡ また一度だけライブを楽しみながら食事

を行いました｡ しかし実は､ 僕は食事目的ではな

く､ ライブを心から楽しみにしていました｡ その

ライブは､ 僕の尊敬するブルースシンガーである

ジョンリーフッカーの娘､ ザキヤフッカーのステー

ジだったからです｡ そして何とライブの合間には､

ザキヤは客席に出てきてくれました｡ 僕は､ あな

たの父親の大ファンで今夜からあなたの大ファン
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写真４ 現役のヒッピー

写真７ 巨大なＴボーンステーキ写真５ マークトゥウェインとビリーホリデイ

写真６ 七輪にのる餃子
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になった (少しお世辞も加えます)､ ということ

を伝えると､ とても喜んでくれて､ 父親であるジョ

ンのCDブックレットにサインをしてくれました｡

さらにジョンの名曲“Boom Boom”をいっしょ

に唄ってくれた時には､ 爆発してしまいそうなく

らい嬉しかったです｡ 最後には､ テーブルまで来

て唄ってくれ､ いっしょに写真を撮ってくれまし

た (写真８)｡

このようにサンフランシスコは､ 僕の尊敬する

人たちがいた場所であり､ 僕にとっては特別な場

所と言えます｡ 特にヘイトアシュベリー地区は心

落ち着きます｡ この街は治安的にも悪くなく (も

ちろん悪い地区もある)､ 十分に気を付けてさえ

いれば怖い目に遭うことはほとんどないと思いま

す｡ 皆さんも自由を感じたくなった時には､ ぜひ

サンフランシスコへ行ってください｡

一､ はじめに

前号に引き続き蝙蝠の話をしてみたい｡ 前号で

は､ 蝙蝠を主題とした中国古典詩歌においては､

蝙蝠はおおむね嫌悪の対象として詠われていたこ

と､ その一方で､ 今日の中国においては､ 蝙蝠の

｢蝠｣ が ｢福｣ と同じ音であることから､ めでた

い生き物とされていること､ そして蝙蝠をめでた

いものとする発想は､ 目下のところ明代の頃まで

さかのぼって確認することができ､ 陶器などの模

様にもしばしば吉祥文として画かれること
(１)
､ など

について紹介した｡

中国古典詩歌においては､ おおむね嫌悪の対象

とされていた蝙蝠ではあるが､ 前号でも紹介した

白居易の ｢洞中蝙蝠｣ 詩の冒頭の句にも､ ｢千年

鼠化白蝙蝠《千年を生きた鼠が白い蝙蝠に変化す

る》｣ と詠われているように､ 蝙蝠には ｢長寿の

生き物｣ という側面もあった｡ 今号では､ その

｢長寿｣ という側面に焦点をあてて論じてみたい｡

二､ 蝙蝠を食べると長寿が得られるのか

先の白居易の詩にも詠われているように､ 中国

では古来､ 蝙蝠は長寿の生き物とされていたよう

である｡ 例えば､ 『太平御覧』 巻九一一 ｢獣部二

三・鼠｣ に引く鄭氏の 『玄中記』 には､

百歳之鼠､ 化爲蝙蝠｡

《百歳の鼠が､ 変化して蝙蝠となる｡》
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写真８ ザキヤフッカーと

蝙蝠を食べる勇気はありま
すか？

経営学部

矢田 博士
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とあり､ 梁・任�の 『述異記』 巻下に引く 『仙経』

には､ 以下のようにある｡

蝙蝠､ 一名仙鼠｡ 千歳之後､ 體白如銀､ 棲

即倒懸｡

《蝙蝠は､ またの名を仙鼠ともいう｡ 千年の

後､ 身体が銀のように白くなり､ ねぐらにつ

けばすぐさま逆さまにぶら下がる｡》

白居易の詩の ｢千年鼠化白蝙蝠 [千年の鼠は白

き蝙蝠と化す]｣ という句は､ 以上の二つの言い

伝えを組み合わせた表現と見てよい｡

このように蝙蝠は長寿の生き物とされていたこ

とから､ さらにそれを食べると仙人のように不老

長寿を得ることができるとも考えられたようであ

る｡ 西晋・崔豹の 『古今註』 に以下のように言う｡

蝙蝠､ 一名仙鼠､ 一名飛鼠｡ 五百歳則色白

而腦重｡ 集物則頭垂｡ 故謂倒挂蝙蝠｡ 食之成

仙｡

《蝙蝠は､ またの名を仙鼠とも､ 飛鼠ともい

う｡ 五百歳になると色が白くなり腦が重くな

る｡ 物に止まると頭を下にしてぶらさがる｡

それゆえ倒挂蝙蝠という｡ これを食べると仙

人になれる｡》

また､ 東晋・葛洪の 『抱朴子』 内編巻十一 ｢仙

薬｣ にもまた､ 以下のように言う｡

萬歳蟾蜍､ 頭上有角､ 頷下有丹書八字體再

重､ ……千歳蝙蝠､ 色白如雪､ 集則倒懸｡ 腦

重故也｡ 此二物得而陰乾､ 末服之､ 令人壽四

萬歳｡

《一万歳の蟾 蜍
ひきがえる

は､ 頭の上には角があり､

頷
あご

の下には八の字が二つ重なったような赤い

模様があり､ ……千歳の蝙蝠は､ 色が雪のよ

うに白く､ 止まれば逆さまにぶら下がる｡ そ

れは腦が重いからだ｡ これら二つの物を手に

入れて日陰で干し､ 粉末にして服用すれば､

人の寿命を四万歳にすることができる｡》

蝙蝠を食べるとはたして本当に長寿が得られる

のか､ という点については､ にわかに信じること

はできないが､ 何らかの薬用効果はあったと言わ

れれば､ 幾分かは信憑性も帯びてくるのではない

だろうか｡ 蝙蝠の薬用効果について､ 例えば唐・

慎微の 『重修政和證類本草』 巻十九には､ 以下の

ように言う｡

伏翼､ 味鹹平無毒｡ 主目瞑痒痛療淋､ 利水

道明目､ 夜視有精光｡ 久服令人熹樂､ 媚好無

憂｡ 一名蝙蝠､ 生太山川谷及人家屋間｡ 立夏

後､ 採陰乾｡

《伏翼は､ 薄い塩味で毒はない｡ 目の見えに

くさや痛みを伴うかゆみの改善および淋病の

治療などによく用いられ､ 体液の流れや視力

回復に効き目があり､ 夜でも物がはっきり見

えるようになる｡ 長期に服用すれば人を陽気

にさせ､ 愉快にし憂いのない状態に導く｡ ま

たの名を蝙蝠といい､ 深い山中の川や谷およ

び家屋のすきまなどに生息する｡ 立夏を過ぎ

た頃､ つかまえて日陰で干す｡》
(２)

三､ 蝙蝠を食べてはみたけれど

さて､ 食べると長寿を得ることができると言わ

れる蝙蝠を､ 実際に食べてみた人がいたようであ

る｡ 北宋・李石の 『續博物志』 巻六に､ 北宋の劉

亮と唐の陳子真という人の例を挙げて､ 以下のよ

うに言う｡

宋劉亮､ 合仙丹須白蟾蜍白蝙蝠｡ 得而服之､

立死｡ 唐人陳子真､ 得蝙蝠大如鴉｡ 食之､ 一

夕大瀉而死｡

《北宋の劉亮という人が仙薬を調合するにあ

たり､ 白い蟾蜍と白い蝙蝠を求めた｡ それら

を手に入れ服用したところ､ 立ちどころに死

んでしまった｡ 唐の陳子真という人がカラス

ほどの大きさの蝙蝠を手に入れた｡ それを食

べたところ､ 一夜のうちに大量に下痢をして

死んでしまった｡》
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あるいは服用方法を間違えてしまったのであろ

うか､ 長寿を求めて蝙蝠を食べてはみたものの､

何とも皮肉なことに､ 二人ともそれがもとで死ん

でしまったのである｡

四､ 美食家の蘇東坡先生は蝙蝠を食べたのか

長寿を求めて蝙蝠を食べた人がいる一方で､ ほ

かに食べるものがなく､ 貴重な蛋白源としてやむ

なく蝙蝠をたべざるをえなかった人もいたようで

ある｡ 北宋・蘇
そ

軾
しょく

(字
あざな

は子
し

瞻
せん

､ 東
とう

坡
ば

居
こ

士
じ

と号す)

の ｢聞子由痩 [子
し

由
ゆう

の痩するを聞く]｣ 詩の冒頭

の四句に以下のように言う｡

五日一見花豬肉 五日に一たび見る 花豬

の肉

十日一遇黄�粥 十日に一たび遇う 黄�

の粥

土人頓頓食藷芋 土人 頓頓として 藷芋

を食らい

薦以薫鼠燒蝙蝠 薦
すす

むるに薫鼠と燒蝙蝠と

を以ってす

《ブタの肉には五日に一度､ トリ肉入りのお

粥には十日に一度､ お目にかかれるだけであ

る｡ 土地の人々は毎食きまって蒸したイモを

主食とし､ おかずと言えば､ 鼠の薫製と蝙蝠

の姿焼き｡》

この詩には､ 蘇軾自らが施した注があり､ 以下

のように言う｡

�耳至難得肉食｡

《�
たん

耳
じ

では､ 肉食を手に入れるのが至って困

難である｡》

｢�
たん

耳
じ

｣ とは､ 今の海南島 (海南省) を指す｡

蘇軾は政争に巻き込まれ､ 最晩年の六十二歳の時

にこの地に左遷され､ 六十六歳で死去する前の年

まで､ そこで過ごした｡ 海南島は､ 一九八八年に

経済特区に指定されて以降､ 開発が進み､ 今日で

こそ高層ビルが林立する大都市となっているが､

蘇軾の当時は漢族の姿をほとんど目にすることの

ない､ 黎
リー

族が住む中国最果ての未開の地であった｡

蘇軾のこの詩は､ 弟の蘇
そ

轍
てつ

(字は子
し

由
ゆう

) が痩せ

たという知らせを聞いて､ 蘇轍に宛てて贈ったも

ので､ 自らもまた､ めったに肉食にありつけない

海南島で､ 日々の食事に苦労をしている有り様だ､

と近況を伝えたものである｡

蘇軾は､ 今ではその号にちなみ ｢東坡肉
トンポーロウ

｣ の名

で知られる ｢豚の角煮｣ の調理法を賦に詠い､ ま

た自らもそれを料理したと言われる｡ このように

美食家としても知られる蘇東坡先生｡ はたして土

地の人々が蛋白源として食べていた鼠の薫製と蝙

蝠の姿焼きとを､ 彼もまた口にしたのであろう

か
(３)
｡

五､ おわりに

長寿の生き物とされた蝙蝠｡ 一説に､ それを食

べると長寿が得られると言う｡ しかし､ 実際にそ

れを試みた人が立ちどころに死んでしまったとい

う報告も一方ではある｡ また､ 流罪となった蘇軾

がその死の前年までいた海南島は､ 当時において

は中国の最果ての地で､ 蛋白源となる肉がなかな

か手に入らず､ 土地の人々は鼠の薫製と蝙蝠の姿

焼きなどを食べていたと言う｡

ところで､ 六十歳を過ぎ､ 当時の平均寿命をと

うに超えていたであろう蘇軾先生｡ 思い切って蝙

蝠を食べて､ 寿命を延ばそうとは考えなかったの

であろうか｡ それとも､ このような惨めな状況の

ままで長生きをしても仕方がない､ とでも思った

のであろうか｡ あるいは､ そのようなことは非現

実的な俗説・迷信として退け､ もとより考えもし

なかったのであろうか｡ 蘇軾先生の当時の胸の裡
うち

は､ 今となってはあれこれ想像するほかないが､

それはそれとして､ 読者のなかには自らの長寿を

願っている人もいることであろう｡ さて､ 長寿を

求めて蝙蝠を食べてみる勇気が､ あなたにはおあ

りだろうか｡

6
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【注】

(１) 筆者が大学および大学院でともに学んだ静

岡大学情報学部の許山秀樹氏の御教示によれ

ば､ 蝙蝠が陶器などでとりわけ紅色で画かれ

ることが多いのは､ ｢紅｣ の音が ｢洪 (大き

い､ の意)｣ と同じであることによる､ との

こと｡ つまり ｢紅蝙蝠｣ は ｢洪
おお

いなる福｣ を

意味するわけである｡

(２) 静岡大学教育学部生物学教室の伊藤富夫氏

から､ 唐・段公路の 『北戸録』 に､ 紅蝙蝠が

出てきて､ ほれ薬のように書かれている､ と

の御教示を得た｡ そこで確認したところ､ 巻

一 ｢紅蝙蝠｣ に､ 以下のようにあった｡

紅蝙蝠､ 出隴州｡ 皆深紅色､ 唯翼脈淺�｡

多雙伏紅蕉花間｡ 採者若獲其一､ 則一不去｡

南人収爲媚藥｡

《紅蝙蝠は､ 隴州に産出する｡ 色はみな深

紅だが､ ただ翼の脈だけは浅黒い｡ 紅蕉花

の間につがいで隠れていることが多い｡ 捕

獲の際に､ もしその一方を捕まえると､ も

う一方は逃げようとしない｡ 南方の人々は､

それを捕獲して媚薬としている｡》

(３) 冒頭の四句に続き､ 五・六句目で蘇軾はさ

らに以下のように言う｡

舊聞蜜喞嘗嘔吐 舊
も

と蜜喞
みつしつ

を聞きて嘗
かつ

て嘔吐し

稍近蝦蟆縁習俗 稍
や

や蝦蟆
が ま

に近づくは

習俗に縁ればなり

《以前に蜜喞
みつしつ

という名の食べ物のことを聞

いて嘔吐したことがあり､ 少しずつ蝦蟇
が ま

に

慣れてきたのは､ この土地の習俗に従って

暮らしているからである｡》

｢蜜喞
みつしつ

｣ は､ 鼠の胎児を蜜につけたもので､

つまみ上げて口に入れ噛むと ｢喞喞
しつしつ

｣ と音が

することから､ その名がある｡ 鼠の薫製とい

い､ 蝙蝠の姿焼きといい､ 鼠の胎児の蜜漬け

といい､ 蝦蟇といい､ この時期の蘇軾の身の

回りの蛋白源といえば､ いわゆる下手物
げ て もの

ばか

りであったようだ｡

皆さんは､ 辞書を使いこなしていますか｡ 私の

机上には､ 十数冊の英和､ 英英､ その他英語関係

の辞書が積んであります｡ 英語の授業準備の大半

を語彙の語法､ 用法の再確認に費やします｡ 英語

教師にとって辞書は不可欠です｡ たとえますと､

私にとって辞書は､ ビート板といえます｡ このビー

ト板をつかみながら英語という広い海を泳いでい

るようなものです｡ 荒波がきてもこのビート板を

操ってうまく波をかわしていきます｡ そして､ 授

業での私の役割はこのビート板をもちながら､ 英

文という海で泳いでいる学生の皆さんに､ 時折､

このビート板や浮き輪を投げ込むことです｡

皆さんの英語学習と辞書使用歴は､ ほぼ同じぐ

らいだと思います｡ そして､ 辞書を使用するとき

は､ 主にテキストで分からない単語を中心に引い

ていることでしょう｡ 英語の基礎をマスターして

いる人や辞書をうまく活用している人であればそ

れで十分です｡ もし､ 辞書を十分に使い切れてい

ないと感じるようであれば､ しばらくの間､ 辞書

を中心に据えた英語学習をすすめます｡ つまり､

辞書を英語学習の最大のパートナーにすることを

目指し､ 辞書を使いこなせるようにすることです｡

辞書といい付き合いをすることで､ 英語学習を

より効率的にしかもおもしろいものにしてくれま

す｡ 皆さんもご存じのように､ 最近の辞書には語

意のみならずさまざまな用法の違いや語源､ 単語

のイメージから文化まで言及されています｡ 辞書

の範疇を超え､ 充実しています｡ ただ引いて終わ

7

辞書を使いこなせ！

名古屋語学教育研究室
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りではあまりにももったいない限りです｡ 辞書を

英語学習の中心に据えて行うことは､ ある程度時

間がかかります｡ 必ずしもインスタントな学習で

はありません｡ しかし､ 辞書が良き相棒になると､

辞書があれば一人で英語学習がすすめられるよう

になります｡ これが､ 辞書を使いこなすことを目

指す最大の利点です｡

辞書を引く際､ 名詞､ 形容詞､ 副詞はその語意

決定には比較的苦労しないと思います｡ むしろ､

形容詞､ 副詞では文中で置かれる基本的な位置､

また､ その他の位置の場合はどんな解釈が可能か､

そして､ どの品詞を修飾するかを調べることが大

切です｡ 名詞は､ その語源には興味深いところが

あります｡ 多くの場合､ 述語動詞 (以下動詞と記

述) の意味を調べることになるだろうと思います｡

動詞には､ さまざまな組み合わせで多様な意味に

なります｡ 英単語は､ 同じ綴りで複数の品詞をと

るものもあります｡ その際､ 品詞の決定はその単

語が置かれている位置で決まります｡ 動詞は､ 名

詞 (主語) の隣りにきます｡ さらに､ 動詞の場合､

自動詞､ 他動詞に分かれます｡ その動詞の後に来

る語順 (文型) で動詞の意味が決定されます｡ 動

詞は､ 数ある語意から的確にその英文にふさわし

い意味を選ぶことがポイントになります｡ 単語は､

単独で意味は成しません｡ 文の中に入って､ もっ

といえばその文が使われている状況に即して意味

を成します｡ 普段､ 授業で予習の成果を求めて学

生さんを指名する際､ ｢単語は調べてあります｣

という場面に出くわします｡ しかし､ 単語は今述

べた過程で意味を成しますので､ 英文の内容を把

握する際､ 英文に出ている単語一つ一つ調べても

勉強にはなりません｡ ｒｕｎを ｢走る｣ だけで終

わっていてはいけません｡ 文全体の中で特に動詞

の場合は､ その後にくる要素もあわせて考えなけ

ればなりません｡ 辞書を惜しみなく引いて下さい｡

動詞は､ 組み合わせ次第でさまざまな意味に成

りえますのでその組み合わせにも自力で発見し､

拾い上げなければなりません｡ たとえば､ その動

詞がとる文型､ その場合の意味､ あるいは､ どん

な前置詞をとるのか､ 目的語は不定詞か動名詞か､

ｔｈａｔ節なのかを確認する必要があります｡ 目

にしている英文と辞書を照らし合わせて辞書とじっ

くりと対話するのです｡ その過程の繰り返しが語

感や推測力を高めたりするのだと思います｡ 調べ

た単語の語法､ 用法はノートにまとめておくのも

一案かと思います｡ ここでも､ 手間を惜しんでは

いけません｡ もちろん､ いつもしっくりくる語訳

があるとは限りません｡ その場合は､ 例文を使う

と良いでしょう｡ 例文をしっかり読み､ その例文

の状況､ 内容をよく吟味し未知なる単語の意味を

浮き上がらせるのです｡ また､ その際､ 英英辞典

を使うとさらにはっきします｡ 英英辞典からその

単語の意味の範疇が確定されます｡

以上のように辞書を使いこなす上で､ 辞書を中

心にして英語学習をしてみることをすすめます｡

それは､ 辞書で調べると同時に ｢読む｣ というこ

とも意味します｡ 未知なる単語はもちろん､ 知っ

ている単語や動詞の基本語も改めて調べてみるの

も良いでしょう｡ 今まで知らなかった事柄に出く

わすかもしれません｡ この再発見が側面から語彙

の力をつけさせてくれます｡ 辞書中心学習は､ 先

にも述べましたが腰を据えて取り組む必要があり

ます｡ それだけ､ ｢一を聞いて十を知る｣ 的な効

果はあります｡

この文章は､ 紙の辞書を使用することを前提に

書いています｡ もちろん､ 電子辞書の活用も構い

ません｡ 自宅では､ 紙の辞書を中心にして便宜的

に電子辞書と並行して使うのが良いかと思います｡

実際､ 辞書は目的に応じて複数揃えておくことが

望ましいです｡ ここでは､ 紙､ 電子両辞書のどち

らがいいかということには触れませんが､ ある程

度､ 紙の辞書も手になじませておくことも必要だ

と思います｡ 何度も使用していくうちに､ より早

く引けるようになりますし､ 引くことが億劫にも

ならなくなります｡ そのことが､ 電子辞書を使用

するときにも役に立つと思います｡ いずれにせよ､

調べる力は､ 学問の基礎にもなります｡ 詳しい辞

書案内や推薦図書は､ 2008年度 ｢外国語ハンドブッ

ク (名古屋語学教育研究室発行)｣ を参照して下

さい｡ また､ LLニュース№36 (豊橋語学教育研

8
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究室発行) では ｢辞書活用法｣ の特集が組まれて

いますのでそちらもご覧下さい｡

では､ 最後にこのエッセイの付録として課題を

差し上げましょう｡ 次の文章の下線部を辞書を用

いて和訳して下さい｡ これは､ Somerset Maugham

(英国の劇作家) の A Writer’s Notebookからの文

章です｡ 少し内容が難解な英文ではありますが､

英文をみる目を養う練習になります｡

Our conduct towards our fellow-men is

determined by the principle of self-

preservation. The individual acts towards his

fellows in such and such a manner so as to

obtain advantages which otherwise he could

not get or to avoid evils which they might

inflict upon him. He has no debt towards

society; he acts in a certain way to receive

benefits, society accepts his useful action and

pays for it. Society rewards him for the good

he does it and punishes him for the harm.

語研ニュース読者の学生さん中でこの和訳の添削

を希望される方は､ 筆者のところまで持ってきて

下さい｡ 個人添削します｡

ロンドンは､ ミュージカルの街

『キャッツ』､ 『オペラ座の怪人』､ 『マンマ・ミー

ア』､ 『レ・ミゼラブル』｡ ミュージカルに興味が

ない人でも､ これら作品タイトルのうち､ １つか

２つのタイトルくらいは聞いたことがあるだろう｡

これらのミュージカルには共通点がある｡ それは､

これらはすべてロンドン産であるということ｡

ミュージカルの街というと､ ニューヨーク (＝

ブロードウェイ) を思い浮かべる人がほとんどで

はないだろうか｡ しかし､ イギリスはロンドンの

ウエスト・エンドでもたくさんのミュージカルが

製作､ 上演されており､ ウエスト・エンドの劇場

は､ 地元の演劇､ ミュージカル・ファンばかりで

はなく､ 世界中のミュージカル・ファン､ そして

ロンドンを訪れる観光客でいつも賑わっている｡

ウエスト・エンドで上演される演劇は､ 台詞だけ

の劇＝ストレート・プレイのみならず､ ミュージ

カルにおいてもかなりハイ・クオリティのものが

上演されている｡ それもそのはず､ イギリスはシェ

イクスピアを生んだ国｡ もともと演劇への感度が

高いのである｡

このエッセイは､ ミュージカル好きの筆者が､

ミュージカル好きになった理由と､ 昨夏ロンドン

で観た世界で最も長く上演され続けているミュー

ジカル 『レ・ミゼラブル』 の感想を綴ったもので

ある｡

9

ロンドンで世界一のミュー
ジカル 『レ・ミゼラブル』
を楽しむ

経営学部

太田 幸治
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筆者とミュージカルの出会い～出会いは､ 『ミス・

サイゴン』

そもそも筆者が､ ミュージカルに興味を持った

のは今から15年前の大学１年生の時｡ 今以上に純

粋で初心
う ぶ

であった18歳の筆者は､ 今となっては恥

ずかしいが映画監督を目指しており､ いい映画を

撮るためには映画の知識が必要だと信じ､ １週間

に３本の映画を映画館で見ていた映画バカであっ

た｡ にも係わらず､ 大学１年生の夏休みになる頃､

｢東京に住んでいるのだから､ 大きな劇場で芝居

くらいは見ておきたい｡｣ と感じ､ 当時帝国劇場

で上演されていた 『ミス・サイゴン』 を見に行く

こととなった｡ なぜ､ 映画にしか興味がなかった

当時の筆者がミュージカルを見に行ったのか､ 今

思うと２つのことがきっかけだったように感じる｡

ひとつは､ 筆者が高校生の頃､ 映画評論家の故・

淀川長治さんが ｢映画しか見ない人は､ 単なるバ

カです｡ 映画を楽しむためには舞台やバレエ､ 美

術などの他の芸術の知識があったほうがいい｡｣

といっていたのをどこかの記事で読んだこと｡ い

まひとつは､ 高校卒業直前に何気なく見ていた朝

のワイド・ショーにゲストで出ていた市村正親さ

んが 『ミス・サイゴン』 の魅力を熱く語っており､

その市村という俳優に興味を持ったからだろう｡

市村正親さん､ いまでこそ人気女優の篠原涼子さ

んのかなり年上のご主人ということで有名だが､

いまから15年前はテレビには全く出演しない舞台

俳優であった｡ 高校生までは静岡県の浜松市の北

にあるど田舎に住んでいた筆者｡ 自分はこんな田
・

舎にはいてはいけない｡ 大学では東京に行って楽

しいことを思いっきりするんだと思っていた時期

に､ それまで全く知らなかった舞台の魅力､ いや

ミュージカルの魅力を暑苦しく語りまくるサービ

ス精神が旺盛な市村正親という俳優に何かひかれ

るものがあったのだと思う｡

そして 『ミス・サイゴン』 の観劇である｡ いま

だに忘れられない｡ 約2000席ある帝国劇場｡ ２階

席の最後列｡ 舞台に向かって一番左端の舞台から

一番遠い席での観劇であった｡ 初めて見るミュー

ジカル｡ 始まる前から興奮していた｡ とにかく広

い劇場｡ 筆者の席は舞台からはかなり遠いが､ 舞

台の前のオーケストラ・ピットが開幕前に楽器を

チューニングするのを聴いて､ この後､ 生演奏で

進んでいくであろうミュージカルの贅沢さにワク

ワクした｡ そして開幕｡ 結論から言うと､ 人生で

初めて観る本格的ミュージカルが､ この作品で良

かったと思う｡ 『ミス・サイゴン』 は巨大なホー

チミン像や実物大のヘリコプターが出てくるよう

な重量級の舞台装置を使った大掛かりな作品であ

ると同時に､ ドラマと音楽とセットが三つ巴となっ

て猛烈な迫力で客席を圧倒するミュージカルだっ

たからである｡ 映画鑑賞では間違いなく味わえな

いライブ感｡ 2000人のためだけに､ 踊り､ 歌い､

熱演するすべての出演者たち｡ 観劇中､ 心が震えっ

ぱなしだった｡ そして市村正親である｡ 彼の舞台

を引っ張る存在感のすごさ｡ 先にも示したとおり､

筆者の席は２階席の一番後ろの左側｡ この劇場で

舞台から最も遠い席である｡ そこに座っている筆

者の目に､ 市村正親は大きく見えた｡ 感覚的には

彼がクローズ・アップで見えた｡ この舞台を見て､

筆者は市村正親とミュージカルという演劇形態に

取り憑かれてしまった｡

一方で､ 筆者の映画を見る本数は､ ミュージカ

ルを見る本数が増えるにしたがって減少していっ

た｡ それもそのはず｡ お金が続かないのである｡

しかし､ 不思議なもので､ 女の子とデートする

回数は､ ミュージカルを見に行くようになってか

ら増えた｡ 女性は映画好きな男性よりもミュージ

カル好きな男性のほうが好きなのかもしれない｡

女性に ｢ミュージカルを一緒に見に行かない？｣

と誘うと､ かなり高い確率でデートにこぎつける

ことができた｡ 女性は､ 舞台､ とかくミュージカ

ルという華やかなものに魅力を感じるのかもしれ

ない｡ この語研ニュースを読んでいるモテナイ男

子学生諸君｡ ミュージカル観劇を趣味にすると人

生が変わるかもしれないよ｡ 筆者は人生が変わっ

てしまった｡ 以前､ 私のミュージカル鑑賞熱が最

も高かった時代に､ ある女性とデートをした｡ そ

の女性と付き合い始めて最初のクリスマス｡ 私た

ちカップルは､ 12月23日､ 24日､ 25日と３日連続

10
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で帝国劇場に 『レ・ミゼラブル』 というミュージ

カルを見に行った｡ ３日間も同じ作品を見続ける

なんて､ 普通の神経ではできない｡ 私はマニア以

外の何者でもなかった｡ そんな私の趣味に３日間

も付き合ってくれた女性は､ 現在筆者が最も恐れ

る､ いや愛する女性＝妻である｡

ウエスト・エンドでミュージカルを観る｡

前置きが長くなってしまったが､ いよいよロン

ドンの話に入ろう｡

ロンドンの街で人が賑わっているといわれるの

は､ 金融街であるシティと繁華街であるウエスト・

エンド｡ 劇場があるのは､ ウエスト・エンドの方｡

約40軒もの劇場が､ ロンドンのへそ､ ウエスト・
・・

エンドのへそと呼ばれるピカデリーサーカスから
・・

徒歩10分圏内に立ち並んでいる｡ ゆえに､ ロンド

ンの中心部を歩いていると､ 演劇､ ミュージカル

の看板にやたらに遭遇する｡ また､ ロンドンとい

えば､ おなじみの赤い２階建てバス (ダブル・デッ

カー) に貼られている､ ミュージカルのポスター

を観ると､ ロンドンはつくづく演劇､ ミュージカ

ルの街であることが分かる｡

筆者がロンドンを訪れるのは､ 昨年の夏で３回

目｡ １回目は2000年の夏で､ ポルトガルに学会発

表にいった際にロンドンに立ち寄り､ 『オペラ座

の怪人』､ 『レ・ミゼラブル』､ 『キャッツ』 の３本

のミュージカルを観てきた｡ ２回目は､ 2001年の

春｡ このときは､ マーケティング研究の大御所で

ある和田充夫先生と一緒だった｡ 当時の筆者は､

和田先生をリーダーとしたアート・マネジメント

の研究会に参加しており､ アート・マネジメント

研究・教育の先進国であるイギリスにヒヤリング

に行った際にウエスト・エンドで 『レ・ミゼラブ

ル』 と 『オペラ座の怪人』 を鑑賞した｡ この舞台

鑑賞は２本とも和田先生とご一緒させていただい

た｡ 和田先生が､ ダフ屋と交渉して 『レ・ミゼラ

ブル』 のチケットを安く入手したこと､ 観劇後､

２人で芝居の感想を語り合いながら夜のロンドン

の街を歩いたことは一生の思い出である｡

そして､ 昨年の夏｡ 妻と､ 『オペラ座の怪人』､

『レ・ミゼラブル』､ 『メリー・ポピンズ』 を観て

来た｡

ロンドンへ行くたびに､ 『オペラ座の怪人』 と

『レ・ミゼラブル』 を観ているではないかと思わ

れる方も多いだろう｡ その通りである｡ 私はロン

ドンに３回しか行ったことがないが､ ロンドンで

『オペラ座の怪人』 と 『レ・ミゼラブル』 を各４

回ずつ見ている｡ もうお分かりだろう｡ それほど

までにこれらの作品が好きなのである｡

ちなみに､ 日本版の 『オペラ座の怪人』 は､ 94

年冬に札幌で観て以来､ 今年の大阪まで14年の間

に50回近くは観ていると思う｡ 同じく日本版の

『レ・ミゼラブル』 も､ 94年冬の名古屋公演から

昨年６月の東京公演まで100回近く見ているので
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写真１：早朝のピカデリーサーカス ここがこんなに空
いているのは､ 早朝と深夜のみ｡ ロンドンのへそは観光
客でいつも賑わっている｡

写真２：ピカデリーサーカスにつながるリージェント・
ストリートとロンドン名物のダブルデッカー (赤い２階
建てバス)
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はないだろうか｡ はっきり言おう｡ ２作品とも､

やれといわれれば完璧に出来る自信がある｡ 台詞､

動きともに完璧に頭に入っている｡ ただ､ 正確な

音程で歌えるかは保証の限りではない｡

先にも書いたとおり､ ロンドンの街の中には約

40の劇場がある｡ どの劇場も､ ロンドンの街並み

に溶け込むようなクラシカルでそして重厚な建造

物である｡ 『オペラ座の怪人』 を上演している

Her Majesty’s Theatreは､ 1705年にオープンした

歴史のある劇場である (写真３)｡ 外見はクラシ

カルでも中では､ ハイテクを用いたミュージカル

が上演されている｡

ミュージカル版 『レ・ミゼラブル』

世界で最も長く上演されているミュージカルが､

ロンドンの 『レ・ミゼラブル』 である｡ 1986年に

開幕したこの作品は､ 今年で22年目のロングラン

になる｡ 筆者がこの作品を2000年､ 2001年に観劇

したときは､ Palace Theatreで上演されていたが､

2004年から Palace よりも少し小さめの Queen’s

Theatreに劇場を移して上演され続けている｡

ミュージカル版 『レ・ミゼラブル』 について解

説しよう｡ ヴィクトル・ユーゴーの原作本は､ 日

本では 『ああ無情』 というタイトルで翻訳されて

おり､ その大著を読んだことがある方もいるだろ

う｡

ミュージカル版の 『レ・ミゼラブル』 も原作同

様に､ ジャン・ヴァルジャンの物語である｡ パン

を１つ盗んだだけで19年も牢獄暮らしを強いられ

たジャン・ヴァルジャンは､ 仮出獄で出所した｡

しかし囚人のヴァルジャンに世間は冷たい｡ そん

ななか唯一彼に優しくしてくれたのが司教｡ 司教

が優しくしてくれたにも係わらず､ ヴァルジャン

は､ 恩を仇で返すように､ 司教のもとから食器を

盗んで逃亡する｡ すぐに警察に捕まったヴァルジャ

ンを､ 司教は責めるのではなく､ ｢その食器は私

が彼にあげたものだ｡ そして､ 銀の 燭
しょく

台
だい

を彼は

忘れていった｡｣ と彼のことをかまう｡ さらに､

司教は､ これを使って真人間になれと銀の燭台を

ヴァルジャンに渡すのであった｡ 自分に優しくし

てくれた司教を裏切ったことを情けなく思ったヴァ

ルジャンは､ 生まれ変わることを決意する｡ 仮出

獄の許可証を破り捨て､ 別人になりすまし､ こつ

こつと働くようになった｡

名前を偽りながらも真面目に働き､ 小さな町の

市長にまでなったヴァルジャンは､ 市が経営して

いる工場で働いている女性ファンティーヌと出会

う｡ ファンティーヌにはコゼットという小さな娘

がいるが､ 自分では育てられずに田舎町の宿屋に

娘を預けて育ててもらっている｡ 娘がいたことを

隠していたことがばれ､ 工場をクビになったファ

ンティーヌは､ 娼婦になるが､ 病気で死んでしま

う｡ ファンティーヌの娘のコゼットを責任を持っ

て育てると誓うヴァルジャン｡ しかし､ 仮出獄の
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写真３：『オペラ座の怪人』が上演されている Her Majesty's
Theatre｡ 夜にはこのようにライトアップされる｡

写真４：『レ・ミゼラブル』 が上演されている Queen's
Theatre｡ この劇場がある通りはとりわけ劇場が多く､
複数の劇場が隣接している｡ 隣の劇場では筆者が行く１
週間前までハリー・ポッターのダニエル・ラドクリフ主
演の 『エクウス』 が上演されていた｡
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許可証を破り捨て逃げ続けているヴァルジャンに

は､ 彼を執拗に追いかける刑事ジャベールが迫っ

ていた｡

ヴァルジャンは､ ジャベールの追跡をなんとか

振り切り､ コゼットを育てた｡

10年後､ ヴァルジャンとコゼットは､ パリでひっ

そりと暮らしていた｡ コゼットは､ パリの街で学

生マリウスに一目惚れする｡ マリウスもコゼット

に一目惚れしてしまう｡ ２人の愛は確認されるが､

そこにもヴァルジャンを追うジャベールの影が｡

ヴァルジャンはジャベールから逃げるべく､ パリ

を去ることをコゼットに告げる｡ それを聞いてい

た､ マリウスは､ コゼットとパリを去ることを選

ばずに､ 仲間たちともにフランス革命に参加する

ことを決意するのであった｡ そして…｡

以上がミュージカル版 『レ・ミゼラブル』 の前

半部分のあらすじである｡

このミュージカルは､ 一般的なミュージカルと

２つの面で大きく異なっている｡ ひとつは､ 全編

歌で進行すること｡ それゆえに､ 突然歌いだした

り､ 踊りだしたりする一般的なミュージカルとは

一線を画す｡ いまひとつは､ 重くて暗いこと｡ 一

般的なミュージカルは､ きらびやかな衣装と照明､

そして明るく楽しい音楽で物語が進んでいくのだ

が､ このミュージカルは正反対で､ 音楽も照明も

大変暗くて重い｡

こんな内容にも係わらず､ なぜ､ 『レ・ミゼラ

ブル』 がロンドンで､ いや世界でもっとも長く上

演され続けているのだろうか｡ 筆者は､ 観るたび

に感動するポイントが変わるミュージカルだから

と理由づけている｡ 筆者自身､ ミュージカル版の

『レ・ミゼラブル』 を100回くらい観ているが､ 観

るたびに楽しめるポイント､ 感動するポイントが

違う｡ ある時は､ ヴァルジャンの苦悩に涙し､ あ

る時は､ ヴァルジャンの優しさと偉大さに賞賛を

与えた｡ またある時は､ フランス革命に向かう＝

死に向かう学生達の生き生きとした笑顔に切なさ

を感じたこともある｡ そして､ またある時は､ ジャ

ベールの信念を貫く姿勢にセクシーさを感じたこ

とも｡ もちろん､ 観るたびに演じる役者が違うか

ら感動するポイントが変わることもあろう｡ だが､

それだけではない｡ この作品で描かれている登場

人物たちが魅力的だから毎回異なる感動があるの

ではなかろうか｡

このミュージカルの登場人物は大変多い｡ 主要

登場人物が８人いる｡ その８人の物語が絡み合い

ストーリーが進んでいく｡ ヴァルジャンは逃げ､

ジャベールは追い､ それにフランス革命が絡み､

マリウスとコゼットの恋愛も絡むという複雑構造｡

この複雑構造の話で描かれるのは､ 登場人物たち

の救いのなさ｡ 原作本の邦題タイトルのように

｢ああ無情｣ な世界が描かれる｡ ｢ああ無情｣ の世

界で生きている登場人物たち｡ 彼らの人生には救

いがないのだけれど､ 皆それぞれが生きている間

は必死に生きている｡ それぞれの価値観を全うし

ようと必死で生きている｡ このそれぞれの登場人

物たちの生き方に共感する人が多いからこそ､ こ

の作品が世界で最も長く上演されるミュージカル

になるのだと感じている｡

『レ・ミゼラブル』 日本公演とロンドン公演

日本版の 『レ・ミゼラブル』 は､ 1986年初演で､

今日まで断続的に上演が繰り返されている｡ また

来年 (2009年) ３月には名古屋栄の中日劇場での

上演も予定されている｡

実は､ 昨夏ロンドンに立つ前日､ 筆者は東京で

『レ・ミゼラブル』 を観劇している｡ 私が観劇し

たのは日本公演20周年特別キャストで､ ジャン・

ヴァルジャン役は別所哲也さん､ ジャベール役は

鹿賀丈史さんであった｡ この２人の熱演が舞台を

引っ張り､ 日本公演としては十分満足できるもの

であった｡ とりわけ印象に残ったのがジャベール

を演じた鹿賀丈史さん｡ 鹿賀さんは､ 初演時にヴァ

ルジャンとジャベールを滝田栄さんとともに交互

に演じ､ その後の再演からは長い間ヴァルジャン

のみを演じていたが､ 2005年の再演では18年ぶり

にジャベールを演じ､ 今回の公演でも数回のみス

ペシャル・キャストとしてジャベールで登場した｡

ヴァルジャンをストイックに追いかけるジャベー

ルを冷徹にそしてセクシーに演じた鹿賀さんのジャ

13
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ベールは絶品であった｡

そしてロンドンの 『レ・ミゼラブル』 である｡

ジャン・ヴァルジャンを演じたのは､ John Owen

Jones｡ 彼は､ 26歳という若さでウエスト・エン

ドのヴァルジャンを演じ､ このとき世界で最も若

いヴァルジャン役者といわれた実力派俳優｡ その

後､ 29歳のときに 『オペラ座の怪人』 のタイトル

ロールに抜擢され､ ウエスト・エンドで４年間､

1400回も怪人役を演じていた｡ そして､ 再び､

2006年からウエスト・エンドのヴァルジャンに抜

擢されていた｡ ミュージカル・マニアからすると､

ヴァルジャンと怪人の両方を､ しかもウエスト・

エンドで演じることができる俳優は､ 超一流の役

者である｡ この俳優はまさにそう｡ 歌は上手いな

んてものじゃない｡ 難しい 『レ・ミゼラブル』 の

ヴァルジャンのナンバーを完璧に歌い上げつつ､

役者としてヴァルジャンを見事に演じていて､ 彼

の演技に鳥肌が立った｡

一方､ ヴァルジャンを追うジャベールは､ Hans

Peter Janssensというベルギーの俳優｡ この俳優

もすごい｡ 筆者が2000年にロンドンで観たときに

はヴァルジャンを演じていた俳優である｡ そのヴァ

ルジャンが､ 今度はジャベール役で登場したので

ある｡ 彼はウエスト・エンドでヴァルジャンとジャ

ベールを演じた唯一の俳優である｡ 鹿賀さんと同

じで､ ヴァルジャンを演じた後に､ ジャベールを

演じる俳優は､ とにかくカッコイイし､ 役作りが

深い｡ ヴァルジャンとジャベールは太陽と月とい

う関係にあることがよく分かる役作りだった｡

演技も歌も完璧にこなす２人の名優が演じるヴァ

ルジャンとジャベールは､ 大迫力の対決を見せ､

舞台全体をぐいぐい引っ張っていった｡ また､ 脇

役からアンサンブル (その他大勢の役) まで全員

の俳優のレベルが高かった｡

ロンドンで 『レ・ミゼラブル』 を上演している

Queen’s Theatreは東京でこの作品が上演されてい

る帝国劇場よりも舞台も客席も狭い｡ にも係わら

ず､ 舞台セットの大きはほとんど同じだし､ 出演

者の数も同じだから､ 客席に伝わる迫力が東京の

比ではなかった｡

役者たちの熱演､ それが伝わる劇場により､ 大

感動したロンドンで観る３回目の 『レ・ミゼラブ

ル』｡ あまりの感動に､ ６日間のロンドン滞在の

最終日に再び Queen’s Theatreに出かけてしまっ

たほどである｡

是非､ ロンドンでミュージカルを観ることをお

薦めする｡ ロンドンでも､ 『ライオン・キング』

や 『美女と野獣』 などのアメリカ産ブロードウェ

イ・ミュージカルは上演されているが､ ロンドン

では､ 是非ロンドン産のミュージカルを鑑賞して

欲しい｡ そして､ その中でも 『レ・ミゼラブル』

をとりわけ見て頂きたい｡ 筆者はこれまでに､ ロ

ンドンで 『レ・ミゼラブル』 を４回観たが１度の

外れもない｡ 常に大当たりのミュージカルである｡

ロンドンで 『レ・ミゼラブル』 を楽しむために､

来年３月に中日劇場で上演される日本版で予習さ

れることも併せてお薦めする｡ 日本版も最低２回

観たほうがいい｡ それくらい､ 奥が深いミュージ

カルである｡ 最後に､ もう一度声を大にして言お

う｡ ロンドンではミュージカル 『レ・ミゼラブル』

を観ることをお薦めする｡ ロンドンにこの作品を

見に行くだけでも往復の飛行機代は無駄ではない｡

14
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【ロレンスの生きていた時代】

イギリスの小説家・詩人・思想家であるD.H.ロ

レンス (1885-1930) は､ 第一次大戦を体験した

人間であるが､ この時代にはヨーロッパにおいて

文学・芸術にモダニズムと呼ばれる芸術思潮が起っ

た｡ モダニズムの時代は､ 19世紀末から第一次大

戦 (1914-18) を挟んで1930年代頃までを指すと

いわれ､ 英文学史上では1920年代前後にピークを

迎えた｡ モダニズム文学作品の主要な特徴は､ 既

成の価値観への懐疑､ キリスト教批判､ 価値観の

相対性､ 既成の言葉への懐疑､ 人間の内面・無意

識の探求､ 作品の結末がオープン・エンディング

になっていること等が挙げられる｡

【ロレンスの生い立ちと作品のテーマの関わり方】

D.H.ロレンスの父親 (A.J.ロレンス) と母親

(L.ロレンス) は､ 性格や育てられてきた生活・

教育環境及び階級が異なっていたために､ 子供た

ちが幼い頃から夫婦喧嘩が絶えず､ ロレンスも父

親が母親に暴力を揮っていたのを見てきたのだが､

母親によって父親に反感を持つように育てられた｡

母親リディアは夫に期待することを諦めた結果､

子供たちに立身出世への夢を託すことになった｡

ロレンスと母親の関係はエディプス・コンプレッ

クスと呼ぶべきものであり､ 彼はフリーダと結婚

するまでに､ 様々な女性との恋愛において女性と

のあるべき関係を確立しようとして苦闘したのだ

が､ それは母親が彼の恋の邪魔をしたことも一因

ではあったが､ また恋人が彼を所有したがり束縛

したがることから生じる苦悶であった｡

ロレンスの母親は禁欲的なキリスト教徒であっ

たが､ 19世紀にはキリスト教は性愛を抑圧する傾

向が特に強かったので､ またキリスト教思想に影

響されて育てられた彼の恋人たちは彼を支配しよ

うとしたので､ 彼はキリスト教が自分の恋愛の成

就を妨害する一原因であるとしてキリスト教を嫌

悪するようになる｡ 彼の内部では､ 女性＝キリス

ト教の精神性､ という構図が出来上がったのであ

る｡ キリスト教では､ 肉体よりも精神性を重視し

ており､ 生殖の目的以外で性を営むことを抑圧す

る傾向があったのである｡ 特にヴィクトリア朝時

代にはこの傾向が強くて偽善的な社会風潮になっ

ていた｡

一方で､ 子供の頃母親から父親への嫌悪感を植

え付けられていたにもかかわらず､ ロレンスは成

長するにつれて自分のうちに存在する ｢男｣ の性

質が自ずから父親的な官能性を発揮してくること

を悟り､ このことに気付いた彼は､ 大人になって

からは､ 作品において ｢男性｣ 性の重要性を強く

主張するようになった｡

ロレンスは､ キリスト教を信仰する精神的な女

性を ｢白い｣ 女性として描き､ 彼女の強い精神性

に苦しめられる男性を解放する方法を探究している

が､ それは ｢光｣ を命とするキリスト教に対して､

異教的 ｢闇｣ の追求となっていったのである｡ 彼

の作品には闇の描写がおびただしくあるが､ 常識的

な､ 悪としての闇という描写が存在する一方で､

独創的であるのが ｢善｣ なるものとしての闇の描写

である｡ 善なる闇を分かり易く表わした言い方が

｢黒い神｣ というものである｡ そしてこの黒い神と

人間の仲立ち人として ｢黒い男｣ が登場している

が､ キリスト教において ｢父なる神｣ と人間との仲

立ち人になっているキリストに､ ｢黒い男｣ は対を

成している人物と言える｡ 黒い神は性的な神であ

り､ 反キリスト教的である｡ ロレンスのキリスト教

批判は西洋文明批判となっているのでその作品の

テーマには社会問題が深く入っていており､ 彼の小

説は単なる男女の恋物語ではない｡

15

D.H.ロレンスのキリスト教
批判と異教への傾倒

経営学部

山田 晶子
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【闇と黒い神】

黒い男の特徴は反キリスト教的であるため､ 反

伝統的な存在であり､ 既成の価値観を覆そうとす

る異端的存在である｡ キリスト教は ｢白い神｣ を

戴くが､ ｢黒い神｣ は主として異教のパン神 (ギ

リシア・ローマ神話に登場する牧羊神) と関連さ

せて書かれているが､ またその他の異教の神話で

あるエジプト神話やケルト神話等に関連して書か

れている｡

『恋する女たち』 (1920) においては､ ｢白い｣

女性の支配から逃れ､ 彼女との関係を断ち切って

女性との新しい関係を築こうとするバーキンとい

う名前の男性が登場しているが､ 彼は恋人アーシュ

ラと ｢究極の性愛｣ を体験して､ アーシュラは彼

の説く ｢星の均衡｣ という関係を徐々に理解して

いく｡ そして二人は ｢善なる闇｣ を知るのである｡

バーキンは ｢黒い｣ 男として描かれ､ アーシュラ

は ｢白い｣ 世界から彼によって救い出されたので

ある｡ 『チャタレー卿夫人の恋人』 (1928) におい

ては､ 再び ｢黒い｣ 男として身分が労働者階級の

森番メラーズが登場して､ コニーという貴族の令

夫人を性愛を介して救い出す｡

ロレンスはキリスト教会と戦い続けてきたので

あり､ 彼の ｢黒い神｣ は､ その思想を表わす中核

となる用語なのである｡ また､ ロレンスは男と女

の対立を描いているが､ 最終的には両者の均衡を

望んでいるのである｡ 彼のキリスト教への反発は

既成の価値観への反発であり､ 彼は新しい社会を

求めるに当たって､ 文筆活動によって徹底的に古

い社会と戦ったのである｡ 彼は44歳という若さで

亡くなったために､ 世界中に影響を及ぼしてきた

名作 『チャタレー卿夫人の恋人』 がイギリスで裁

判に勝訴した (1960年) ことも知らないままであっ

た｡ しかし彼の戦いは勝利となり､ 『チャタレー

卿夫人の恋人』 は現在世界中で完全版を読めるよ

うになっている｡

現在自然を大切にしようという運動が広がって

いる｡ ロレンスは ｢光｣ を善と考えることによっ

て文明を行き過ぎたものにまで進めている人間の

思い上がりを憤り､ 植物や動物を人間と対等に扱っ

て書こうとした｡ このような自然の意味を備えた

彼の作品の思想である ｢闇｣ と ｢黒い神｣ は､ 今

後も世界にとって重要なものであると思われる｡

注：本稿は､ 2008年度春学期に筆者が担当した科

目 ｢総合演習｣ の講義ノートの一部に加筆し

たものである｡

中国のアニメブーム

中国の青少年の間では､ 1990年代から外国のア

ニメーションブームが起こり､ 映画・テレビやコ

ミック本などの作品では日本アニメの人気が最も

高い｡ 例えば､ 小学生では 『柯南』 (名探偵コナ

ン)､ 『蝋筆小新』 (クレヨンしんちゃん)､ 『櫻桃

小丸子』 (ちびまる子ちゃん) などのテレビアニ

メに代表され､ 中学生以上では 『隣居豆豆龍』

(となりのトトロ)､ 『幽霊公主』 (もののけ姫)､

『千與千尋』 (千と千尋の神隠し) などの宮崎駿作

品や 『新世紀福音戦士』 (新世紀エヴァンゲリオ

ン) に代表されるSFアニメ作品などが､ アニメ

ブームの火付け役となっている｡

また中国では､ アメリカのアニメ作品も日本ア

ニメに次いで人気が高い｡ 一つには､“米老鼠”

(ミッキーマウス) や 『白雪公主』 (白雪姫)､ 『美

女與野獣』 (美女と野獣)､ 『小美人魚』 (リトルマー

メイド) などのヒロインものに代表される“迪斯

尼”(ディズニー) 作品であり､ 一つには“史努

16

中国のスヌーピー

現代中国学部

藤森 猛
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比”(スヌーピー) に代表されるピーナツブック

スである｡

スヌーピー人気

『史努比漫画経典系列』 (ピーナツブックス)

は､ 1922年生まれの“査爾斯M・舒爾茨”

(Charles M. Schulz) が､ 1950年から掲載を始め

た新聞漫画作品で､ アメリカでの大ヒットを経て

各国に伝わり､ 日本でも詩人の谷川俊太郎の名訳

で70年代からブームが続いている｡

中国では､ WTO加盟 (2001年) に先立つ99年

の米中交渉で､ 中国がハリウッド映画に対する輸

入自由化 (当初は年間40本) を認めたことに伴い､

90年代末からディズニー作品などの映画やコミッ

クが大量に流入した｡ そうした中で､ 中国でもス

ヌーピーが人気のキャラクターアニメとして一人

歩きを始めた｡

ピーナツブックスは､“査理・布朗”(チャーリー

ブラウン) が主人公で､ 理髪店で働く父を持つ作

者のシュルツが､ 自分自身を描いたとされる｡ 登

場人物は子どもと動物だけで､ 中でも人気キャラ

クターとして圧倒的な支持を得ているのは､ チャー

リーブラウンの飼い犬のスヌーピーと相棒の小鳥

“糊��客”(ウッドストック) である｡ またチャー

リーブラウンの友達の“露茜”(ルーシー)､ ルー

シーの弟“莱納斯”(ライナス)､ チャーリーブラ

ウンの妹“莎莉”(サリー) などのキャラクター

も人気が高い｡ 他にもチャーリーブラウンの友達

の“史洛徳”(シュレーダー)､“薄荷・派蒂”(ペ

パーミント・パティ)､“瑪茜”(マーシー) など

たくさんの登場人物がキャラクター化して､ 衣類､

玩具､ 文具､ ファンシー用品､ 食品などのグッズ

に登場している｡ 80年代～90年代前半に中国の町

を歩いた時には､ スヌーピーの“Ｔ恤衫”(Ｔシャ

ツ) をみかけることはなかったが､ 最近では､ 例

えば背広を着たサラリーマンをみると､ そのワイ

シャツの下からスヌーピーのTシャツの絵が透け

て見えるようなケースに遭遇する場合がある｡

言葉の宝庫ピーナツ

スヌーピーの漫画は､ いくつかの出版社から中

国語に訳されているが､ ここでは 『史努比, �家

失火了』 (Your House On Fire!!Snoopy) (許時嘉

訳､ 双大出版公司､ 2003年) を例に､ ピーナツブッ

クスで使われる代表的な擬声語の中国語訳を紹介

する (日本語訳は谷川俊太郎訳 『おうちが火事だ!！

スヌーピー』 ツル・コミック社､ 1971年を参照)｡

作品では､ 子どもたちが野球をするシーンが多

い｡ 例えばチャーリーブラウンがバットでボール

を打った ｢カーン (Whap)｣ という音は“��

ku�ngl�ng”､ ピッチャーのチャーリーブラウンに

打者の打球がぶつかる ｢カーン (POW)｣ という

音は“�p�ng”､ スヌーピーがボールを口でキャッ

チした ｢パクッ (CLOMP)｣ という音は“��

p	d
ng”､ スヌーピーが口でくわえたボールをチャー

リーブラウンにパスする音 ｢プイ (Ptui)｣ は

“�p	”と訳される｡

またこの“��”という中国語の音訳は､ ピー

ナツブックスで多用される擬声語の一つとなって

いる｡ 例えばウッドストックが空を飛ぶ ｢パタパ

タ(Flitter Flutter)｣という音は“���
p�l�p�l�”

であるが､ ウッドストックが地面に墜落する ｢ゴ

ツーン (KLUNK)｣ という音は“��”で訳され

ることが多い｡

中国産の“史努比”(スヌーピー) のＴシャツ

を着て､ 中国語版のスヌーピーのアニメを見て､

スヌーピーのコミックを中国語で読む｡ 語学の楽

しい会話練習のために､ みなさんに勧めたいと思

います｡

17
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蝶と蛾は断じて別な生き物である｡ 私は小学校

時代にはかなりの昆虫マニアだったが､ とりわけ

蝶にはただならぬ関心を寄せていたが､ 蛾だけは

どうしても好きになれず､ 触ることが出来なかっ

ただけでなく見るのも嫌だった｡

アゲハモドキというクロアゲハに似た黒い蛾が

いる｡ ある夏の午後､ 小学校からの帰り道､ 妙に

ぎこちない飛び方をするクロアゲハらしき ｢蝶｣

を見かけ､ 何の気なしに帽子で捕獲したところ､

それはアゲハモドキだった｡ アゲハモドキは蛾だ

が､ クロアゲハに似ているので､ その時はそれほ

どの嫌悪感を抱かなかった｡ ところが､ しばらく

その蛾を手に持っていると､ 次第にそれが蛾であ

るという事実に耐えられなくなり､ 怖くなってそ

のアゲハモドキを手放し､ 道端の木の葉で手を拭

いて､ 何故か鼻血を出してしまった｡ 蛾に対する

嫌悪感や恐怖感と鼻血に因果関係があったのか否

かは､ 今でもわからない｡

私が通っていた南永山小学校のすぐ裏には小さ

な山があり､ 自然環境にはそれなりに恵まれてい

たのだが､ それゆえに秋になると巨大な蛾が飛来

し､ 校舎の壁面に張り付いていることがよくあっ

た｡ ヤママユガとかクスサンとかウスタビガとか

そういう種類である｡ 私はこれが嫌で仕方がなかっ

たのだが､ 生来の負けず嫌いも手伝って､ どうし

てもこういう蛾が怖いとは言えなかった｡ それで､

何事もないかのような顔をしてこのような嫌悪す

べき鱗翅類が張り付いている壁の近くを通り過ぎ

るときの緊張感は､ 今でも忘れられない｡

中学一年の時､ 国語の教科書でヘルマン・ヘッ

セの短編集 『蝶』 の中の一編 ｢クジャクヤママユ｣

を読んだ｡ 語り手の ｢私｣ に友人のハインリヒ・

モーアが少年時代の追憶を語るという設定で､ 彼

ら少年たちは蝶の採集を趣味としていてその標本

を自慢し合っていたという｡ モーアの家は貧しかっ

たので､ 彼の標本は粗末な空き箱とコルクを再利

用したものだったが､ 金持ちの家の優等生エーミー

ルが作るそれらは実に立派なものだった｡ ある日､

そのエーミールがそれまで誰も採集したことのな

かったクジャクヤママユを捕獲した｡ モーアは彼

の部屋にそれを見に行ったときに､ まだ展翅板に

乗せられていたその珍しい蛾をそっとポケットに

忍ばせて盗み出してしまう｡ 家に帰って自責の念

に苦しんだモーアは､ 母親に促されてエーミール

に謝りに行く｡ 彼に返そうとしたクジャクヤママ

ユはしかしながら､ 羽が少しだけ破損してしまっ

ていた｡ エーミールは怒る代わりにモーアを心か

ら軽蔑した態度を取る｡ 罪悪感と自己嫌悪に耐え

かねたモーアは家に帰って､ それまで苦労して集

めた蝶の標本をすべて泣きながら壊してしまう｡

この物語が 『蝶』 というタイトルの本の中の一

編であることはその教科書にも明記されていたし､

｢私｣ もモーアも本文中で確かに ｢蝶の蒐集｣ な

どと言っている｡ だが話題の中心になっているの

はクジャクヤママユという蛾である｡ 私の大嫌い

なヤママユガの一種だ｡ しかも冒頭でモーアが

｢私｣ にこの追想を語り始めたきっかけというの

が､ ｢私｣ が最近 (子供と一緒に) また ｢蝶の｣

採集を始めた､ と話し､ ひとつの標本をモーアに

見せたことだった｡ だがその標本の ｢蝶｣ という

のはワモンキシタバという蛾である｡ 何故 ｢蝶｣

と言いつつ蛾の話ばかりするのだろうか｡ 中学一

年の私は釈然としない気持ちを禁じ得なかった｡

だが私は疑問があっても教師に質問をするような

タイプの生徒ではなかったため､ この問題を国語

教師に問い質すこともしなかったし､ また授業が

終われば教科書の内容などすぐに忘れてしまうの

で､ 級友とこの問題について議論することもなかっ

18

蝶と蛾

経営学部

安藤 聡
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た｡ 国語の授業が次の単元に入ると､ 有り難いこ

とにクジャクヤママユもワモンキシタバも忘却の

彼方に飛び去ってしまい､ その後何年もこの問題

を思い出すことはなかった｡

その後､ 確か大学一年の時だったと思うが､ フ

ランス語では ｢蝶｣ も ｢蛾｣ も ‘papillon’ である

という事実を､ フランス語の授業で知った｡ これ

は ｢パピヨン｣ と読む｡ ついでながらパピヨンと

いう犬は､ 耳が蝶の羽のような形だからそう呼ば

れるのだ｡ もちろんフランス語に蝶と蛾の区別が

まったくないというわけではないが､ ｢蛾｣ は

‘papillon de nuit’ あるいは ‘papillon nocturne’ (い

ずれも ｢夜の蝶｣ の意｡ ついでに､ ｢ノクターン｣

は音楽用語では ｢夜想曲｣) と形容語句を付けて

区別しなければならない｡ つまり､ ‘papillon’ と

いう同じ範疇の中の下位区分､ という程度の位置

づけに過ぎないのである｡ 一方英語では､ 日本語

と同様に､ 蝶は ‘butterfly’､ 蛾は ‘moth’ というよ

うに､ 初めから異なった範疇に分類される｡ 石原

慎太郎はかつて､ フランス語は数も満足に数えら

れない不完全な言語だ､ と暴言を吐いたが (これ

はフランス語に ｢70｣ とか ｢80｣ という単語が存

在せず､ ｢60と10｣ (soixante-dix) とか ｢４つの20｣

(quatre-vingts) と言わなければならないことにつ

いて言っていると思われる)､ 私が思うにそんな

ことよりも蝶と蛾を一緒くたにしていることの方

がよほど問題である｡

このように､ 美しく愛らしい蝶と醜く不気味な

蛾を同じカテゴリーに分類するというのは､ 私の

常識ではまったく考えられない暴挙なのだが､ フ

ランス語におけるこのような暴挙について知った

とき､ クジャクヤママユとワモンキシタバをめぐ

る疑問をふと思い出し､ もしかするとドイツ語に

おいても同じような狼藉が行われているのではな

いか､ と思い至り､ ドイツ語選択の友人に手伝っ

てもらいつつ慣れないドイツ語の辞典を借りて引

いてみたりした｡ ドイツ語には蝶と蛾を総称する

名詞が二つあり､ ひとつは ‘Schmetterling’､ もう

ひとつは ‘Falter’ である｡ ドイツ語では名詞の語

頭はすべて大文字になるという事実も､ この時に

知った｡ ちなみにヘッセの 『蝶』 の原題は

Schmetterlingeである｡ そしてドイツ語で蛾を蝶

と区別して言う場合には ‘Nachtfalter’ と言うのだ

が､ これも ｢夜の蝶｣ (Nacht＋Falter) を意味す

る｡ だがいずれにせよ､ ドイツ語の世界でも蝶と

蛾は同じものと認識されているのだ｡ だから ｢私｣

とモーアは､ ｢蝶｣ と言いつつ蛾の話ばかりして

いたのだ｡ 生物学的なレヴェルは別として､ 日常

会話のレヴェルでは可憐な蝶と醜悪な蛾が､ あろ

う事か同一の生き物と考えられているのである｡

その後何年も経ったある日､ ふと他の言語では

どうなのかということが気になり､ 手許に辞書が

あった言語のみだが､ 蝶と蛾について調べてみた｡

アイルランド語では ‘féileacán’ が蝶と蛾の両方を

意味し､ ‘féileacán oíche’ が ｢夜の蝶｣ すなわち

｢蛾｣ を意味する｡ (そう言えば､ かつて知り合い

のアイルランド人から贈られたマグカップには､

蛾と思しき昆虫が描かれていた｡ 私はこれを､ ア

イルランドにのみ生息する珍しい蝶だと思うこと

にして､ このカップを愛用している｡) ウェイル

ズ語で蝶を表す語句には ‘glöyn byw’､ ‘iâr fach yr

haf’､ ‘pili-pala’ があり､ 一方で蛾は ‘gwyfyn’ で

ある｡ ちなみに ‘glöyn byw’ は原義が ｢石炭の

(黒い？) 生き物｣ らしいのでおそらくは黒い蝶

のこと､ ‘iâr’ は ｢雌鳥｣､ ‘haf’ は ｢夏｣ だがそれ

以上のことは不明､ ‘pili-pala’ は純粋に ｢蝶｣ と

いう意味のようだ｡ いずれにせよ､ ウェイルズ語

では蝶と蛾が真っ当に区別されている｡ スペイン

語では ‘mariposa’ が蝶と蛾の両方､ ‘mariposa no

cturna’ が ｢夜の蝶｣ すなわち ｢蛾｣､ さらに

‘polilla’ が ｢蛾､ もしくは蛾の幼虫｣ である｡ ス

ペイン語の専門家が身近にいないので確認できな

いが､ おそらくは羽が大きくて普通に飛ぶ蛾と､

蚕蛾のように飛ばない蛾を区別して､ 後者を

‘polilla’ と称しているのではないだろうか｡ ラテ

ン語では ‘papilio’ が蝶と蛾､ ‘blatta’ がゴキブリ

と蛾､ ‘tinea’ が地虫､ ウジ虫､ 蛾である｡ ここで

は蛾が三種類に分類されている｡ 蝶のような形の

ものが ‘papilio’ (フランス語の ‘papillon’ はこれ

を語源とする)､ ゴキブリのような形のものが
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‘blatta’､ そして羽が小さくあまり飛ばないものが

‘tinea’ なのであろう｡ そして中国語では､ 蝶が

｢蝴蝶｣､ 蛾が ｢蛾子｣ である｡ 流石に4000年の歴

史を誇る中国文化においては､ 美しいものと忌ま

わしいものが真っ当に区別されている｡

このように､ 事物や概念の分類の仕方は言語に

よって異なるものである｡ 例えばH2Oという物質

は液体の状態の時､ 日本語ではその温度によって

｢水｣ と ｢湯｣ というように呼称が変化する一方

で､ 英語ではペットボトルに入っていても薬罐の

中で沸き立っていてもつねに ‘water’ と称される｡

英語でどうしても ｢湯｣ を区別して言いたいとき

には､ ‘hot water’ というように形容詞を用いなけ

ればならない｡ 日本語の ｢絵｣ は ｢水彩画｣､ ｢油

絵｣､ ｢線描画｣ などの総称だが､ 英語では水彩画

と油絵が ‘painting’､ 線描画が ‘drawing’ という分

類になり､ さらにこれらの ｢絵｣ と ｢写真｣

‘photograph(s)’ / ‘photography’､ ｢映画｣ ‘film’ を総

称した ‘picture’ という上位概念がある｡ 日本語

でこれらを総称するには ｢画像｣､ ｢映像芸術｣ な

ど､ 文脈によって言い換えなければならない｡ ま

た英語には､ 日本語で言う ｢絵｣ だけを区別して

言う語がない｡ 一方で日本語で ｢蜂｣ と総称して

いる昆虫を英語では ‘bee’､ ‘wasp’､ ‘hornet’ に分

けている｡ 最初の ‘bee’ はミツバチ､ ハナバチな

どで､ 特にミツバチに限定するときには

‘honeybee’ と言う｡ 日本では蜂マニアというのは

あまり一般的でないようだが､ 英国ではミツバチ

やハナバチは蝶の次に人気のある昆虫だ｡ 次の

‘wasp’ は 『ジーニアス英和辞典』 では ｢ジガバ

チ､ スズメバチ｣ と定義されているが､ 英国には

日本にいるような種類のスズメバチは棲息してい

ないため､ 英語で ‘wasp’ と言えば普通はアシナ

ガバチを指す｡ 最後に挙げた ‘hornet’ は ｢スズメ

バチ､ クマバチ｣ など大型の蜂を指すが､ この単

語自体を英国で耳にした記憶はない｡ ｢シマウマ｣

は日本語なら ｢縞模様のある馬｣ ということで､

馬の一種と捉えられているが､ 英語では ‘zebra’

という､ ‘horse’ とは無関係の生き物である｡ 日本

語では ｢腕時計｣ も ｢柱時計｣ も ｢時計｣ だが､

英語では ‘watch’ と ‘clock’ は別のものである｡

ちなみに､ 床に設置するタイプの大型の柱時計を

英語で ‘grandfather clock’ という｡

たとえば馬が走る速度によって動詞を使い分け

る習慣が日本語にはなく､ ただ ｢走る｣ としか表

現できないが､ 英語では遅い方から順に ‘amble’､

‘trot’､ ‘pace’､ ‘canter’､ ‘gallop’ と使い分ける｡ 一

般に家畜関係の語彙は英語の方が日本語より遙か

に細かく分けられている｡ 牛は日本語ではまず

｢牛｣ という総称があり､ そこに形容語を付加し

て ｢子牛｣､ ｢肉牛｣､ ｢乳牛｣ などと称するが､ 英

語では ‘bull’ (去勢されていない雄牛)､ ‘bullock’

(去勢された雄の荷役用の牛)､ ‘calf’ (子牛)､

‘cattel’ (集合的に家畜としての牛)､ ‘cow’ (雌牛､

乳牛)､ ‘heifer’ (子を産んでいない若い雌牛)､ ‘ox’

(去勢された雄牛)､ ‘steer’ (去勢された食肉用の

雄牛) と呼び分けなければならない｡ そうなると

例えば車の助手席に乗って英国の田舎道を走って

いるときなどに､ 前方に一頭の牛がいて､ しかも

運転者がそれに気付いていない様子だったりした

場合､ ｢気を付けろ､ 牛がいるぞ｣ と言おうとし

てその牛がこれらのうちどれなのかをとっさに判

断できず､ 言い淀んでいるうちに車が牛に激突し

てしまった､ というような珍事が起こりかねない

ような気もするが､ そういう時にはとりあえず

‘cow’ と言っておけばよい｡ ｢豚｣ の場合には英

語にも ‘pig’ という総称があるが､ その下位区分

として ‘boar’ (去勢されていない雄豚)､ ‘hog’ (去

勢された雄豚)､ ‘sow’ (雌豚)､ ‘piglet’ (子豚｡ こ

れは単に ‘pig’ に ｢小さいもの｣ を示す接尾辞

‘let’ が付いただけ) などがある｡

逆に英語では ‘rice’ としか言わない所を日本語

では ｢稲｣､ ｢籾｣､ ｢米｣､ ｢御飯｣ あるいは ｢飯｣､

｢ライス｣ (一説によると茶碗に盛られているのが

｢御飯｣ あるいは ｢飯｣ で､ 皿に盛られているの

が ｢ライス｣ だそうだ) と呼び分けるという例も

ある｡ また日本語では服を ｢着る｣､ 靴を ｢履く｣､

帽子を ｢被る｣､ マフラーを ｢巻く｣､ ベルトを

｢締める｣､ 眼鏡を ｢かける｣､ 指輪を ｢はめる｣､

リュックサックを ｢背負う｣､ 髭を ｢生やす｣､ 香
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水を ｢つける｣､ 表情を ｢浮かべる｣ と動詞を使

い分けるのに対して､ 英語ではすべて ‘put on’

と ‘wear’ で表現する (前者が身につける動作､

後者が身につけている状態｡ たとえば ｢髭｣ には

前者は用いないが､ 付け髭の場合には用い得る)｡

これはよく引き合いに出される例だが､ 英語に

は ｢兄｣ と ｢弟｣､ ｢姉｣ と ｢妹｣ の区別がなく､

単に ‘brother’ と ‘sister’ である｡ どうしても区別

したいときには ‘elder sister’ なり ‘little brother’

なりと形容詞を用いるが､ 通常は殊更に区別しな

い｡ そして英語には ｢先輩｣ ｢後輩｣ に相当する

語が存在しない｡ 要するに日本語文化圏では年齢

の上下が大いに問題になるのに対して､ 英語文化

圏ではそれが大した問題ではない､ ということで

ある｡ また日本語では､ 一人称 (｢私｣ ｢僕｣ ｢俺｣

｢拙者｣ ｢それがし｣ など) と二人称 (｢あなた｣

｢君｣ ｢お前｣ ｢貴様｣ ｢汝｣ など) に気が遠くなる

ほどのヴァリエイションがあるが､ 英語ではつね

に ‘I’ と ‘you’ である (二人称には古くは単数形

の ‘thou’ と複数形の ‘ye’ があったが)｡ これはも

ちろん､ 日本語を使う社会の方が人間の上下関係

に敏感だという事実を反映している｡

他にもたとえばイヌイットの言語には ｢粉雪｣

や ｢牡丹雪｣ などいろいろな雪を表す語彙が数多

存在するが ｢雪｣ という総称は存在しないとか､

ロシア語には ｢荒い毛織物などが肌にちくちくす

る｣ ということを一語で表す動詞があるとか､ イ

タリア語にはマカロニの種類を意味する単語だけ

でも500語以上あるとかいった事実が如実に示す

ように､ 事物や現象の境界線は言語によって大き

く異なり､ またどんな言語もつねに様々な形でそ

の国や地域の文化を反映する｡

ところで､ 言語の話とは別なレヴェルで､ 実に

許し難い話だが､ 蝶と蛾の生物学的分類の境界線

はそれほど絶対的なものでもないらしい｡ 例えば

セセリチョウ科の蝶は実は蝶と言うよりもむしろ

蛾に近いという｡ 近い将来この種の蝶についての

研究が進んで､ これらが蛾に分類し直された場合､

私はそのニュースを読んだ瞬間からこの種の蝶に

は触れることが出来なくなるであろう｡ また､ 私

の個人的見解では､ ヤマキマダラヒカゲとサトキ

マダラヒカゲ (私の小学校時代にはこれらは単に

｢キマダラヒカゲ｣ という一種類の蝶だったが､

のちに別種と見なされるようになった) は是非と

も蛾に分類して欲しい｡ 幼少の頃から私は､ 蝶の

中でもこの種類にだけは (羽の模様が不気味すぎ

るので) 触ることが出来なかったのだ｡
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前回の 『語研ニュース』 のこのコーナーに英国

への人口流入増加を巡る一連の動きについて書い

たばかりだが､ 同時に英国からの人口流出が顕著

になっているということを2008年５月20日の 『テ

レグラフ』 紙の記事で知った｡ 最近10年間で英国

から海外に移住した人の数が戦後最高 (確認はさ

れていないがおそらくは過去最高) になっている

という｡

この記事によれば､ 1997年から2006年までに英

国から流出した人口は約197万人であり､ 2006年

だけでも20万人以上がこの国から外国に移り住ん

でいる｡ また英国在住の外国籍を持つ人々も158

万人ほど､ 同じ10年の間に英国を退去しているら

しい｡

公共政策研究所 (the Institute for Public Policy

Research. 略称 IPPR) の研究員ジル・ラターはこ

の現象を以下のように分析している｡ すなわち､

引退して海外に移住する人が増えていること､ 労

働力の国際間流動が顕著になって短期間 (一年な

いし数年) 国外で働くという事例が増えてきたこ

と､ また外国から移住して来て英国籍を取得した

のちに再び海外に移住する人が多くなっているこ

となどがその背景にあるとのことだ｡ 一方で野党

の各党はこの現象を､ 犯罪の増加と税率の高騰に

嫌気がさして英国から逃げ出す人々が多くなった

からだと主張している｡ 影の内閣 (shadow

cabinet: 野党第一党―この場合保守党―の党首が

各省庁を担当する閣僚を任命して組織する) の内

務大臣デイヴィッド・デイヴィスはここぞとばか

りに ｢労働党政権下のこの国の惨状を反映してい

る｣ と述べている｡

他国や他の地方へ ｢移住する｣ ことを英語で

‘migrate’ (名詞形は ‘migration’) という｡ ラテン

語の ‘migrare’ (｢移動する｣) が語源だ｡ この

‘migrate’ はＡ国からＢ国へ ｢移住する｣ というこ

とを客観的に叙述する場合に用いる動詞で､ 外国

から本国へ ｢入って来る｣ 場合の ｢移住する｣ は

‘immigrate’ (in＋migrate)､ 逆に本国から外国へ

｢出て行く｣ 場合の ｢移住する｣ は ‘emigrate’

(e＋migrate) である｡ この 『テレグラフ』 の記事

の見出しは ‘Two million Britons emigrate in 10

years’ だった｡

2012年７月下旬から８月中旬にかけて､ ロンド

ンで夏季オリンピックが開催される｡ そうなると､

ただでさえホテルが激しく高いロンドンの至る所

で､ 宿泊施設の不足という事態が発生することが

容易に予想出来る｡ そこで､ 大手ホテルチェイン

のトラヴェロッジ (Travelodge) がプレハブ式の

ホテルを数カ所に設置することを計画していると

いう｡

2008年５月14日の 『タイムズ』 の見出しには

‘Pre-fab hotels for visitors to London Olympics’ と

あったので､ 建設現場や校庭の片隅でよく見かけ

るようないわゆるプレハブ小屋を宿泊施設として

使うのか､ と思ったが､ そういうことではないら

しい｡ 記事によればそのプレハブホテルは120室

を擁する大規模なもので､ 中国で製造されてロン

ドンに輸送され､ 組み立てられてオリンピック期

間中ホテルとして使われたのち､ 分解されて運び

去られまた別な場所で組み立てられて使われるこ

とになるらしい｡ 普通にホテルを建設する場合よ
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りも工期を４分の１､ 費用を10分の１ほど削減で

きるという｡ ６月に第一号店が北西部のアクスブ

リッジに開店し､ 年内にヒースロウ空港の近くに

も完成する予定である｡ 宿泊費は最低で一泊19ポ

ンド (約4000円) とのことだから､ ロンドンのホ

テルとしてはかなり安いと言える｡ 尤もトラヴェ

ロッジには３週間以上前に予約すると最低で一泊

19ポンドになるという割引制度があるから､ 単に

これが適用されるということであろう｡ オリンピッ

ク期間だからと称して特別に高い料金を設定しな

いのは良心的だ｡ ただどんな時でも物事の悪い面

にばかり注目する人というのがどこにでもいて､

『タイムズ』 の記事によれば ｢輸送時に排出され

る二酸化炭素の量も考えなければならない｣ とい

う意見も出ているという｡ 尤もこの指摘をしてい

るのは建設業界の人らしいので､ 簡素化された工

事によって仕事が減ることに対する苛立ちもその

背景にあるに違いない｡

｢プレハブ｣ という日本語は､ また ‘pre-fab’

という英語は､ ‘prefabricate’ の省略形である｡ 接

頭辞 ‘pre’ はご存じの通り ｢前の｣ とか ｢前もっ

て｣ の意であり､ ‘fabricate’ は ｢組み立てる｣ と

いう意味だ (ラテン語 ‘fabricare’ ｢組み立てる｣

から)｡ 外枠となる部分を ｢前もって｣ ｢組み立て｣

ておいて､ それをさらに現地で組み立てるという

ことなのである｡

トラヴェロッジは1930年代末期の米国に起源を

有するが､ 現在は英､ 米､ 愛､ 加､ 豪にそれぞれ

独立した会社を持つ｡ 英国のトラヴェロッジは高

速道路のサーヴィスエリアや国道沿いに広大な駐

車場を併設した郊外型のビジネスホテルが多い｡

(安藤 聡)

2008年３月８日に放映がはじまったMBCの連

続テレビドラマ ｢わが生涯最後のスキャンダル

(� �� ��� �	
)｣ が人気を呼んでおり､

視聴率30％を越えそうな勢いであるという｡

かつては自他ともに認める美人であったチェ・ジ

ンシル扮するホン・ソニは､ いまや典型的な“お

ばさん (���)”と化している｡ 夫は事業に失

敗して監獄行き､ 金の工面に追われるという最悪

の日々｡ そんな時､ 20年前の初恋の相手でいまは

ソン・ジェビンというトップスターになっている

チョン・ジュノ扮するチョン・ドンチョルから電

話がかかってくる｡ 二人は再会するが､ 昔の風貌

をまったく失ったソニの姿にドンチョル (ジェビ

ン) はびっくり仰天｡ 会ってしまったのが運の尽

き､ 後悔先に立たず｡ ソニから何とか逃れようと

冷たくあしらうが､ 彼女の境遇に不憫を感じはじ

め､ 助けてやろうとするうちに昔の感情がよみが

えり……｡ 現実味ゼロのこのドラマ､ ｢おばさん

シンデレラ物語 (��� 
��� ���)｣ の

ジャンルに属すのだそうである｡

では､ 上で書いた ｢典型的な“おばさん”｣ と

はどんな“おばさん”なのか？ ｢キョンイン日報｣

のホームページ (http://www.kyeongin.com/) に掲

載された2007年10月23日付けの ｢“第三の性”否

定的偏見に終止符を打って……｣ によれば､ 次の

ような特徴を持っている｡

�身体的特徴：やぼったくぼてっとしたスタイ

ルにパーマ頭｡

�対人関係：ずうずうしく気がきかず､ 体面を

つくろわない｡

�性格的特徴：自分の考えにとらわれ､ しつこ

い｡

しかし､ このような否定的イメージはもう消え

つつあるという｡ 現在､ 社会関係的に定義される

“おばさん”は､ ｢機会があれば何でもやりとげ

ることのできる潜在力のある社会集団として評価

され､ 消費を引っ張る階層としてその影響力を発

揮している｣ のである｡ ちなみに､ フランス政府

観光局が発行した ｢韓国観光市場研究報告書｣ は､

“おばさん (Adjumma)”を ｢40代以上の家庭に

いる韓国女性たちで､ 子女をみな育て上げ､ 時間

と経済的余裕のある女性たち､ 高い購買力を持つ

韓国特有の集団｣ と定義しているという｡
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社会的集団としての“おばさん”概念が登場し

たのは1970年代からで､ 初めは否定的なイメージ

はなかったらしい｡ 当時は､ 家庭をやりくりしな

がら情の深い伝統的“おかあさん”を象徴する

｢下宿の“おばさん”｣ に代表され､ 庶民的で人

情深いイメージを持っていた｡ 80年代になると､

経済的環境の変化と不動産ブームが起こり､ ｢福

婦人 (不動産投機をする家庭婦人)｣ の性格が強

くなって､ やや否定的なイメージが生まれた｡ そ

の後､ 90年代前半には､ お嬢さんぽい“おばさん”

を指す ｢�� (missy)｣ という言葉が流行したが､

90年代後半には経済的危機 (IMF危機) を克服す

るために既婚女性が直接的に社会活動に参加する

ようになって､ ｢気がきかず､ ずうずうしい“お

ばさん”｣ という否定的なイメージが形成された｡

しかし､ 最近になると､ 既婚女性の社会的・経

済的参加が質的にも量的にも拡大し､“おばさん”

に対する観念も変わりつつある｡ とくに､ オンラ

イン環境等を中心に､ 情報力を持つ“デジタルお

ばさん”という新しい“おばさん”集団が急速に

拡大しており､ 社会､ 経済､ 消費文化等に多様な

影響を与えるにいたっている｡

ようするに､ ｢気がきかず､ ずうずうしい“お

ばさん”｣ という否定的なイメージは､“おばさ

ん”たちが社会的活動にいっそう参加するように

なり､ 経済力を増したことで､ 社会的に表出され

た彼女らの行動特徴が目立つようになって生まれ

た一種の社会的偏見であり､“おばさん”たちに

対する評価を変えなければならない､ というのが

｢“第三の性”否定的偏見に終止符を打って……｣

の主張なのである｡

一方､ 2008年４月20日に配信された ｢聯合ニュー

ス｣ の ｢韓国のおばさんが変わりつつある｣ とい

う記事は､ やや異なる側面からの論評になってい

る｡ この記事は ｢テホン企画｣ が“おばさん”た

ちのライフスタイルの変化について調査した

“Ajumma & The City” を紹介したものであるが､

記事の副題が ｢伝統的良妻賢母からファミリー・

ビジネスのCEOへ｣ となっていることからも分か

るように､“おばさん”たちが財テクの主導権を

握っていることに焦点をあてている｡“おばさん”

たちは夫の給料に依存するよりも､ 主導的に財テ

クに精を出し ｢良妻銭母｣ になっているが､ それ

でも子供の教育が相変わらず生活の大きな部分を

占めていること､ 特に教育費が支出の32.8％を占

め､ 高校生の子供の場合には月平均の私教育費

(塾や家庭教師に支払う金額) がなんと92万ウォ

ン (約10万円) にも達していることなどを紹介し

ている｡

財テクの話しが出たついでに 冒頭で紹介し

た ｢わが生涯最後のスキャンダル｣ の第二話で､

金の工面に苦しむソニが､ 尿失禁手術を受ければ

500万ウォンの保険金が入ると知り､ 尿失禁と偽っ

て手術を受けようとするが､ 女医との話のすれ違

いから別の手術 (ここではどんな手術か書けませ

ん) を受けてしまい､ 保険金どころか200万ウォ

ンの出費が必要になってしまったというお笑い場

面がある｡ その中で ｢尿失禁財テクがひところは

やったじゃないか｣ という意味のセリフが出てく

る｡ この場面について､ 関係学会から誤りが多い

という指摘がなされているらしいが､ ｢尿失禁財

テク｣ という言葉は実在するようである｡ ある

Webサイト (http://www.mydaily.co.kr/) の中の記

事を引用しておく｡ ｢“尿失禁財テク”というの

は､ 一部保険会社で､ 一時､ 中年尿失禁患者たち

の治療のために作られた商品で､ 尿失禁手術を受

けると500万ウォンほどの保険金を受け取ること

ができるようにしていた商品｡ 実際の治療技術が

よくなり､ 数十万ウォンですみうる手術であるの

で､ 過去の保険約款当時に設定された手術費用

500万ウォンは実際よりも過多の設定となってし

まったために､ 中年女性たちの間で､ 一時､ 財テ

ク手段として活用されたことがある｡｣

(付記) ｢わが生涯最後のスキャンダル｣ は土・

日の週２回放映なので､ 本紙が出るころには終了

していると思います｡ もし日本のテレビで放映さ

れることがあれば､ 見てみてください｡

(田川光照)
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英語部門は11月27日 (火曜日) に実施され､ 12

名の参加者が自作の英語スピーチを発表した｡

審査員には､ ジョン・ハミルトン先生と祖父江

美穂先生をお迎えした｡ 十分な準備と練習の成果

が伝わってくるスピーチが次から次へと披露され､

そこから入選者を選ぶというたいへん難しい選考

を､ 審査員の両先生にお願いすることになった｡

審査の結果､ 第１位 野々山恵さん､ 第２位

三浦紳吾くん､ 第３位 西部香里さんが入賞者と

して選ばれた｡

野々山さんの “Living in the Global Community

as Japanese” は､ 英語を学びたいと思ったきっか

けや高校時代のオーストラリアでの学びを踏まえ､

単に外国語を学ぶだけでは十分でないことが､ 説

得力のある文にまとめられ､ “To be a world

citizen, I want to study hard and broaden my

knowledge about the world in the years to come.”

と締めくくられていた｡ 三浦くんの “My Precious

Experiences in Australia” は､ オーストラリア旅行

中での会話や図書館やスーパーマーケットに行っ

たこと等の具体例を挙げながら､ 異文化体験を生

き生きと描いていた｡ 西部さんの “KY” は､ ｢空

気読めない｣ という流行語をとりあげ､ “KY” が

何かということを学んだ状況を見事に描写し､ そ

こから学んだことを上手にまとめていた｡

入賞者以外の作品も力作揃いであり､ 今後もそ

れぞれに考えたことを深めて英語で表現するとい

う機会をもってほしいと思いつつ､ 2007年度のス

ピーチコンテストを終了した｡ (小坂敦子)

2007年度の名古屋語学教育研究室主催第13回外

国語コンテスト・ドイツ語部門の本選が､ 2007年

12月４日 (火曜日) の午後４時45分より名古屋校

舎中央教室棟３階にある第１研修室でおこなわれ

ました｡ その結果を簡単ですが､ 報告したいと思

います｡

今回課題としたのは､ 統一テクストの中の

Reihe 6 の „Was willst du eigentlich werden?“

(｢あなた､ いったい何になるつもりなの？｣) と

いう題名のダイアローグです｡ ２人の男女 (オー

ストリア人女性とイタリア人男性) が将来につい

て話をするという設定ですが､ 決して固い内容で

はなく､ ユーモアのある対話に仕上がっています｡

例年であれば２年生以上を対象にして参加者を

募っていましたが､ 毎年参加者のレベルが高くなっ

ていますので､ 今年は１年生から積極的に参加を

呼びかけてみました｡ その結果､ ドイツ語部門と

してはかつてない多数の申し込みがあり､ 21名も

の参加者となりました｡ そのうちの半数近い９名

が１年生でした｡

審査にあたったのは､ ドイツ語担当教員である

法学部所属の竹中克英先生と経営学部所属の私

(島田了) の二人で､ 表現力と発音・アクセント

の合計点で審査を行いました｡

授業で扱っているテクストとはいえ､ まだまだ

学習時間の少ない１年生にとってはかなり難しい

課題だったといえるでしょう｡ 基本となる発音・

アクセントの確かさはもちろんのこと､ 今回はユー

モアのある対話ということで､ より表現力が必要

とされます｡ それでも参加者は各自で熱心に練習

に取り組んだ様子で､ 互いの学年を意識させない

高いレベルでの完成度を競う結果になりました｡
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参加者いずれも優劣つけがたく､ 本当にわずかの

差で順位を決めざるを得ませんでした｡ 結果は､

第一位 (優勝) 大橋一寛さん (07J1349)､ 第二位

水野圭助さん (06J1162)､ 第三位鷲見真一さん

(07J1126) となりました｡ 上位三名のうち２名が

１年生ということで､ 集中して練習したものと思

われ､ すばらしい結果を出しました｡

他の外国語に比べて履修者の少ないドイツ語部

門で､ 今年はこれだけの参加者があった事は大変

すばらしいことです｡ ドイツ語の履修者の関心や

質の高さは大いに評価したいと思います｡ 今後も

この傾向が続くように努力を重ねたいと思います｡

法学部・経営学部といった社会科学系の学部を中

心としたキャンパスのため､ 相変わらず外国語の

１クラスが40名を超えているなど､ 決して満足の

いく外国語教育の環境でない事は変わりません｡

それにもかかわらず､ これだけ熱心にそして上手

にドイツ語を話せる学生がいるということは､ ド

イツ語の担当教員として大変うれしく思います｡

ドイツ語は､ 実用という点では英語や中国語な

どに比べてその利点が見えにくいと思います｡ し

かしそれ以外にも印欧語の文法的特徴が多く残っ

ているため､ 外国語の学習をそのものとして楽し

むことが出来る言語ではないかと考えています｡

１人でも多くの学生さんにこの楽しみに気づいて

もらえたらと願っています｡

最後になりましたが､ 意欲的な学生の皆さん､

語学教育研究室にかかわっている多くの教職員の

みなさんのおかげで今回もこのような意義のある

コンテストを続けることができましたことに､ 心

よりお礼申し上げます｡ (島田 了)

2007年度のフランス語部門のコンテストは12月

７日 (金曜日) に名古屋校舎の中央教室棟３階の

第１研修室にて16時40分から実施された｡ 昨年は

国際コミュニケーション学部のラッセン先生が海

外研修中だったので､ 残念ながらネイティブの先

生を審査委員長としてお迎えすることができなかっ

たが､ 今年度は例年通り､ ラッセン先生に審査委

員長を務めていただいた｡ 名古屋校舎の学生とし

ては初めて､ ネイティブの先生に発音等を審査し

ていただくことになった｡ 気のせいか､ 出場する

学生はもちろん､ フロアに50人ほど集まってくれ

た学生たちも緊張しているようであった｡ 今年度

は14名の学生がコンテストに出場してくれた｡

今年も例年通り､ 予選と本選に分けて行い､ 予

選では課題の朗読を行ってもらった｡ 今年の課題

には､ フランスの詩人であり､ 脚本家であり､ 映

画監督でもあるジャック・プレヴェール (Jacques

Prévert) (1900～1977) のバルバラ (Barbara) を

選んだ｡ 少々長い作品なのでおよそ半分くらいの

分量を朗読してもらうことにした｡

今年は一年生がとてもよく練習してきたので､

予選では上級生の方が圧倒される形となった｡ エ

ントリーした14人のうち､ 予選を勝ち抜いたのは､

３年生が２名だったのに対して１年生は４名となっ

た｡

本選では同じバルバラの残りを朗読してもらう

ことにした｡ 学生諸君もこれは予想していなかっ

たようで､ さすがにフランス語に慣れている上級

生の方が実力を見せつけたが､ ２位に１年生が入

賞したことは､ 驚異的なことと言えるだろう｡ 入

選者は以下のとおりである｡

第１位 05M3607 橋本 彩香

第２位 07M3135 三輪 真也

第３位 05M3552 尾関 洋

橋本さんは正確な発音に加えて､ フランス語独

特のイントネーションや落ち着いた話しぶりが見

事であった｡ ２位の三輪君は一年生とは思えない

ほどしっかりした発音で､ 普段からよく勉強して

いることがうかがえた｡ ３位の尾関君は上位の二

人と比べても遜色のない立派な朗読だったが､ ほ

んの少しミスをした点が惜しまれる｡

今回のコンテストでは試験的に､ フランス語上

級クラス履修者によるフランス語の寸劇を実施し

てみた｡ 『のだめカンタービレ』 に出てくるフラ

ンス語の会話部分を履修者が暗記して､ 小さな劇

を行ってみた｡ いくつか予想外のトラブルが発生
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して､ 必ずしも練習の成果を十分に発揮できたと

は言い難いが､ さらに工夫を重ねて､ フランス語

の勉強は楽しいことを学生諸君と一緒になって伝

えていきたいと思う｡ (中尾 浩)

第13回外国語コンテスト中国語部門 (法・経営)

は､ 2007年11月20日 (火) 16時40分から行われま

した｡

審査は矢田先生と鄭の２名が担当しました｡ 今

回は前回より参加者が多く､ 激戦だったため､ と

くに三位を決めるのには時間がかかりました｡ 厳

正な審査の結果､ 次の３名を入賞としました｡

第１位 03M3371 宮本貴文

第２位 06J1410 渡邉 淳

第３位 07M3570 堀 晋悟

例年の通り､ １年生を中心とした基礎部門と２

年生を中心とした応用部門に分け､ それぞれの課

題文を朗読してもらい､ 発音の正確さと朗読の流

暢さを評価の対象としました｡ 基礎部門の朗読課

題は ｢我的一天｣ (私の一日) で､ 応用部門は中

国の笑い話 ｢�鞋｣ (靴を買う) でした｡ 今年の

基礎部門の参加者は32名で､ 応用部門は12名でし

た｡ 第１位の宮本君は､ 中国留学も経験している

実力者で､ 発音の正確さと流暢さにおいてはダン

トツに優れていました｡ 第２位の渡邉君は､ その

きれいな声調がいまだに耳に残っています｡ もう

少しリラックスして､ 流暢に朗読できていれば､

１位の宮本君と激戦となったはずです｡ 第３位の

堀君は､ 32名基礎部門参加者の中で唯一入賞した

学生です｡ 中国語の勉強が始まって､ まだ８ヶ月

ですが､ その安定感のある流れのよい朗読ぶりは

今後おおいに期待されます｡

今後ともより数多くの学生がこのような知的な

刺激舞台に登場することを切に願っています｡

(鄭 高咏)

2007年12月６日 (木) 13：30から､ 課題部門９

名､ 自由部門３名の合計12名が参加して行われま

した｡ 審査は昨年同様､ 顧明耀先生､ 高明潔先生､

安部の３名で行いましたが､ 今回は宣伝不足もあっ

たのか参加者が少なく､ 昨年の半数以下となって

しまったことはとても残念でした｡ ただ､ 内容的

にはすばらしい発表が多く､ 今回も審査には苦労

しました｡

課題部門は､ ｢秀才吃包子｣ という文章を暗誦

してもらいました｡ 内容は､ 昔中国に一人の ｢秀

才｣ がおり､ 彼の書く文章が長いだけで中身がな

いので､ 妻が一計を案じ､ 餡の少ない肉饅を作っ

て食べさせ彼を諌めたというものです｡ 出場者は､

発音が正確であるばかりでなく､ ｢秀才｣ 夫婦の

やり取りを面白おかしく表現して､ 思わず笑って

しまうほどでした｡ 厳正な審査の結果､ 次の３名

が入賞しました｡

１位 07C8016 遠藤 茜

２位 07C8014 上野 美紗

３位 07C8060 出口 慎也

自由部門は３名の参加でしたが､ レベル的には

例年と比較しても遜色のないものでした｡ ただ参

加人数が少ないため､ 第１位のみの選出となりま

した｡

１位 06C8084 盛田 美帆

盛田さんのスピーチは､ ｢中国火車上的感受

(中国の列車で感じたものは)｣ というテーマで､

中国短期留学中に列車で旅行し､ そこで出会った

人々との暖かな交流が､ 彼女に列車の旅の良さを

再認識させ､ また父親との間にあったわだかまり

をほぐすきっかけにもなったというお話でした｡

内容的にも良かったのですが､ 中国語のすばらし

さに審査員一同本当に感心しました｡ 盛田さんは､

第21回全日本学生中国語弁論大会にも出場し第２

位となっています｡ (安部 悟)
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’07韓国・朝鮮語コンテスト ｢本選｣ は､ 12月

４日(火)16：40から実施された｡ 参加者は２年生・

３年生の30名｡ 以上とは別に､ 過去第一位に輝い

た田中優貴君の特別参加もあり､ １年間におよぶ

韓国姉妹校交換留学の成果を後輩たちに存分に示

してくれた｡ この場を借りて､ 感謝の意を表明し

たい｡

審査は韓国語担当教員の韓 銀暎先生､ 同,常石

の二名が担当した｡ 十分に練習を積んだ参加学生

諸君の熱のこもった発表が続いた｡ 実力伯仲のた

め､ 毎回のことながら審査に苦しんだ結果､ 入賞

者は以下のごとく決定した｡ しかし､ 入賞を逃し

てもその実力差は ｢極小｣ という学生が多く､ 審

査員を喜ばすと同時に苦しめた｡

第一位 05M3178 趙
チョウ

顕
ヒョン

樹
ジュ

第二位 04M3244 西村 一騎

第三位 06M3536 渡辺美智子

(特別参加) 04J1375 田中 優貴

第一位 趙 顕樹君の発表原稿を後に掲載してい

るが､ その内容は､ 趙君とサッカーとの出会い､

および’02日韓共催ワールドカップ大会の経験を

まとめたものである｡ 補足して言えば､ ｢日本 T

V.｣ の視聴率調査によると､ 日本テレビの2001年

以降のあらゆる番組中､ 第一位視聴率を占める放

送が同ワールドカップにおける ｢韓国：ドイツ戦｣

であったと言う｡ つまり､ 日本の試合ではない

｢韓国のサッカーの試合｣ が､ 日本テレビの今世

紀の第一位視聴率に輝くという｡ 趙君は､ 最後に

｢このようにサッカーは､ 皆を一つにすることが

できる美しいスポ－ツだと言えるでしょう｣ と結

んでいる｡ スポーツが国家高揚目的やナショナリ

ズム示威の目的に堕している昨今の世界情勢にあっ

て､ ｢スポーツ｣ 本来の姿とその素朴な本質につ

いて趙君は訴えている｡ (常石希望)

外国語コンテスト ｢日本語部門｣ は､ 日本語を

母語としない学生を対象に開かれています｡ 今年

は ｢留学生の見た日本｣ というテーマで､ 自分の

体験を盛り込み､ 身近な出来事を通して考えたこ

とを､ 自分のことばで述べることが課題でした｡

法学部・経営学部・現代中国学部の１年次の留

学生は毎年全員参加でこのコンテストに臨んでい

ます｡ 50名近くになりますからクラス予選を行い

ます｡ 日本語の３クラスからそれぞれ３名の代表

者が選ばれ､ 計９名が本選に進みました｡ 本選へ

は他の学年の留学生も自由に出場できますが､ 今

回は申し込みがなく､ 2007年12月６日 (木) に１

年生９名で競うことになりました｡

今年もさまざまなトピックがありました｡ 印象

的だったのは勉強やアルバイトで苦労はしても､

経験の中で日本人の責任感の強さや思いやりといっ

たものを学んだという肯定的な意見が多かったこ

とでした｡ 異文化の中で学ぶ留学生たちの心情が

少し距離をおいて語られているという点で､ 例年

にも増して説得力がありました｡ イントネーショ

ン・間の取り方などのスピーチの基本だけでなく､

アイコンタクトなど､ 聴衆とのコミュニケーショ

ンを大切にするという取り組みをしました｡ クラ

ス予選でのスピーチも内容豊かなものとなり､ そ

の結果､ レベルの高い本選となりました｡

審査は､ 日本語科目担当教員２名 (梅田・架谷)､

学生審査員２名 (留学生・日本人学生ともにスピー

チ入賞経験者)､ 聴衆約50名の投票によって行わ

れ､ 拍手と熱気の中､ ３名の入賞者 (敬称略) が

決定しました｡

第１位 07C8205 王 宜� (オウ イジェ)

｢おばあちゃんの知恵｣

第２位 07C8208 姚 懿 (ヨウ イ)

｢私から見た日本人｣

第３位 07C8179 李 雪 (リ ユキ)

｢外人｣
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次回の外国語コンテスト日本語部門には､ 日本

人学生のみなさんもぜひ聴衆の一人として聞きに

きてください｡ 自分の国について留学生が話すの

を聞けば､ きっと意外な発見があるでしょう｡

(架谷真知子)

●英語部門

第１位 Living in the Global Community

as Japanese

07C8131 Megumi NONOYAMA

Today we are living in the global society and

some people are actively engaging the international

community. My aunt, too. She’s working as a

lawyer in America.

When I was young, I sometimes played with

cousins, speaking only English. Because my aunt

married to American, my cousins can’t speak

Japanese. Thus I sometimes couldn’t communicate

with them. The language barrier was impeding our

communication. Such an experience made me aspire

to communicate smoothly with people in English.

In my high school, I had an opportunity to

study in Australia. In Australia, I almost enjoyed

my stay, but I also felt there was still a language

barrier. All classes were conducted in English. I

couldn’t understand what teacher said. Moreover, I

was shocked by the fact that I didn’t know

anything about Japan, though I am Japanese and

grew up in Japan. For example, I had a chance to

learn memories of World War Ⅱin Australia. I met

a retired soldier and talked with him. He had fight

against Japan. He strictly said to me, “During the

war, I hated Japan. Japanese troops killed my

friends. You aren’t wrong, but you have a

responsibility for what Japan did.” I couldn’t reply

to him because I was totally ignorant about the

war. Finally, he said to me, “Your responsibility is

knowing pasts, and that will promise us a brilliant

future. Good luck to your future.” As he said, we

have a negative legacy of the World War Ⅱ that

many Japanese pretend not to see. But I think we

must face this fact. What is needed is a proper

understanding of this negative legacy and accepting

it. I think these efforts will help us understand who
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we are, that is, our national identity. And through

such an identity, we can express ourselves to

foreign people, I think.

Thus, during my stay in Australia, I found

that not only an acquisition of foreign languages

but also such a national identity is essential for

living in the global community. Then, I have

strongly desired to be a member of the global

community as Japanese.

Now I am majoring in modern Chinese

studies and also learning English at university. I

believe these languages will enable me to

communicate with many people.

However, as I learned in Australia, learning

languages is not enough to be a world citizen.

Then, I want to learn Japanese and world history

as well as foreign languages. I want to introduce

Japan to foreign people anytime and anywhere and

I want foreign people to know a genuine Japan.

And I hope such an approach will be a stepping

stone to engage the global community. To be a

world citizen, I want to study hard and broaden my

knowledge about the world in the years to come.

Thank you.

●中国語部門

第１位 �������	

06C8084 盛田美帆
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●韓国・朝鮮語部門

第１位 ��� �� (サッカーの魅力)

05M3178 趙 顕樹
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●日本語部門

第１位 おばあちゃんの知恵
07C8205 王宜潔

皆さんこんにちは！

皆さんは日本に来て､ どのぐらいになりました

か｡ 日本で生活している間に誰かがいいアドバイ

スをしてくれたり､ 人生に役に立つ格言が見つかっ

たりしましたか｡ 私は去年留学試験を受ける前に､

諦めたいという気持ちが出てきて､ 先生に相談し

たとき､ 先生が ｢佐賀のがばいばあちゃん｣ とい

う本を紹介してくれました｡ ｢がばい｣ とは佐賀

弁で ｢すごい｣ という意味で､ この本の作者が九

州の佐賀で祖母と暮らした子どもの頃の８年間を

書いた自伝小説です｡

では､ 皆さん､ まず私が言うとおりにイメージ

してください｡ 勉強が苦手な子どもがいます｡ あ

る日､ その子がおばあちゃんに成績表を見せると､

得意の体育が５という満点以外は１と２ばかりで

した｡ その子が ｢ばあちゃん､ 僕､ １と２ばかり

でごめんね｣ と謝ったら､ もし皆さんなら何と言

うでしょうか｡ 驚いたことに､ がばいばあちゃん

はこう言い返しました｡

ばあちゃん ｢大丈夫､ 大丈夫｡ 足したら､ ５に

なる｡｣

島田さん ｢でも､ 成績表って足してもいいの？｣

ばあちゃん ｢いいよ｡ 人生は総合力だよ！頭が

いい人も､ 頭が悪い人も､ 金持ちも

貧乏も､ 50年経てば､ 50歳になるよ｡｣

皆さん､ がばいばあちゃんの言葉は､ シンプル

で力強くて､ 素敵なだけでなく面白いユーモアに

も溢れていると思いませんか｡

さて､ 今､ 深刻な社会問題になっている自殺に

ついてがばいばあちゃんは何と言っているでしょ

うか｡

｢世の中には､ 病気で死にたくない人がいっぱ

いおるのに､ 自殺なんて､ 贅沢だ｡｣

皆さん､ ばあちゃんの言葉は､ 時代が移り変わっ

ても､ やはり､ 心に響くものだと思いませんか｡

ところで､ 人生には､ 苦しいときも､ 悲しいと

きもあります｡ そんなとき､ 物質的なものではな

31



����� ���	 2008年７月

く､ 皆さんの心の奥では､ こころの支えになって

くれる､ もっと違ったものを求めているのではな

いでしょうか｡ そんなものが､ この本の中にある

かもしれません｡

私は勉強や､ バイトや､ 生活などで悩むことが

よくありますが､ そんな時がばいばあちゃんの言

葉を思い出すと､ 前向きという信念が強くなって

きて､ 頑張れば､ できそうにないこともできるよ

うになると思います｡

最後に､ がばいばあちゃんはこう言いました｡

｢時計が左に回ったら､ 壊れたと思って捨てられ

る｡ 人間も昔を振り返らず､ 前へ前へと進め！｣

みなさん､ 私たちはこれからの人生には､ 何があっ

ても逃げずに､ 強い心､ 負けない心､ 勇気を持っ

て自分らしく堂々と輝いていきていきましょう｡

みなさん､ 是非一度この本を読んでください｡

32

〈編集後記〉

『語研ニュース』 第19号をお届けします｡

今回は史上最高の頁数を誇る大部の 『語研ニュー

ス』 となりました｡ この場を借りて執筆者各

位に感謝の意を表します｡ 今回はカラー写真

も多かったので､ 予算内で出来上がるかどう

か心配だったのですが､ お陰様で無事完成し

ました｡ 中部日本教育文化会の向井さんに大

変お世話になりました｡

今回も奇数号の恒例通り､ 前年末に行われ

た外国語コンテストの講評と､ 上位入賞者の

スピーチ原稿を掲載しています｡ 御覧の通り､

どれも優れた内容のものであり､ またそれぞ

れの外国語も注目すべき水準だと言えます｡

しかも､ 現代中国学部学生の中国語以外は､

外国語や外国文化を専攻していない学生諸君

が､ これほどの水準のスピーチを外国語で聞

かせてくれるということは実は大変なことで

す｡ このスピーチコンテストのこと､ 特にこ

こに参加している学生たちのことは､ 学内や

学外に大いに宣伝して誇りにするべきことだ

と私は思います｡ 入試広報などにも最大限に

利用してもらえればと考えています｡ 今年も

もちろん､ 11月から12月にかけて､ 各語系で

昨年と同様なコンテストが開催されます｡ 出

来るだけ多くの学生の参加を期待しています｡

これまでにも何度かここに書いてきたこと

を､ 敢えてもう一度繰り返して書きます｡ 夏

休みのほぼ一ヶ月半の間､ 外国語から遠ざかっ

て生活をしていると､ これまでせっかく身に

つけた語学力が衰えてとても勿体ないことに

なってしまいます｡ 春学期中の授業のテキス

トを暇なときに読み返したり､ その外国語の

新聞を読んだり､ あるいは自分の趣味や興味

のある分野に関する本を読んだり､ ニュース

や天気予報などをその外国語で聴いたりなど

のインプットを､ 少しずつでもなるべく毎日

続けましょう｡

愛知大学名古屋語学教育研究室
URL: http://leo.aichi-u.ac.jp/~goken/
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